
広報にしおこっぺ（1） 2024
令和６年

春
No.334

号

つくし保育所入所式（令和6年 4月 4日）つくし保育所入所式（令和6年 4月 4日）

（第5期西興部村総合計画より）

＝村づくりの合言葉＝＝村づくりの合言葉＝

交通事故死ゼロ新目標 30 年（令和 7 年 1 月 30 日達成予定）

広報

主な内容
○令和６年度村政執行方針� …………………2〜 6
○令和６年度教育行政執行方針� ……………7〜 9
○第1、2回村議会臨時会及び第１回村議会定例会�…10〜 14
○令和６年度西興部村予算の概要�………16〜 17
○各種おしらせ�……………………………18〜 19
○美しく住みよい活力あるむらづくり応援事業�…20〜 21
○ふるさと納税で心温まるご寄附のお礼�………22
○オホーツク紋別空港利用促進助成事業� ……23
○村内各種公園オープン� ………………………24
○美田建設工業・保育所等への除雪ボランティア�…25
○ＡＬＴクリス先生のエッセイ（プラネットクリス）� ……27
○卒業アルバム思い出の一コマ� ………………28

【頁】

西興部村ホームページ  https://www.vill.nishiokoppe.lg.jp

LINE公式アカウント ＠nishiokoppemura
友達登録でお得な情報をGET！



広報にしおこっぺ （2）

【
は
じ
め
に
】

令
和
六
年
第
一
回
村
議
会
定
例
会
の

開
催
に
あ
た
り
、
村
政
執
行
に
対
す
る

所
信
表
明
と
令
和
六
年
度
予
算
編
成
の

概
要
を
申
し
上
げ
、
村
議
会
並
び
に
村

民
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
こ
の
度
の
令
和
六
年
能

登
半
島
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
被
災
さ
れ
た
自
治
体
に
は
一
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
ご
尽
力

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
村
民
の
皆
様
か
ら
ご
支
持
・

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
三
期
目
と
な

る
村
づ
く
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
年
は
そ
の
二
年
目
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
住
む
こ
と
に
誇
り
と
喜

び
が
実
感
で
き
る
、「
村
民
の
夢
叶
う

村
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
議
員
各
位
や
村

民
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
道
路
や
河
川
、

住
宅
等
の
生
活
環
境
整
備
を
は
じ
め
、

子
育
て
世
帯
や
障
が
い
者
の
拠
点
施
設

整
備
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工
業
の
大
規

模
改
修
、
乳
牛
の
ふ
ん
尿
処
理
に
よ
る

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
建
設
、
買
い
物

弱
者
対
策
と
し
て
地
域
商
業
施
設
の
建

設
や
商
工
会
事
務
所
の
建
設
な
ど
、
国

の
地
方
創
生
事
業
な
ど
の
各
種
補
助

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、「
酪
農
や
林

業
、
商
工
業
な
ど
の
産
業
振
興
」、「
医

療
や
福
祉
・
介
護
の
推
進
、
子
育
て
支

援
・
教
育
環
境
な
ど
の
充
実
」、「
定

住
・
移
住
環
境
や
観
光
推
進
と
交
流
人

口
の
拡
大
」
等
、
様
々
な
課
題
解
決
に

向
け
村
政
運
営
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
二
年
一
月
に
初
め
て
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
昨
年
の
五
月
に
感
染

症
の
位
置
付
け
が
五
類
に
移
行
さ
れ
、

平
時
へ
の
回
帰
が
進
み
つ
つ
あ
る
一
方

で
、
長
引
く
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
中
東
情
勢
な
ど
深
刻
な
国
際
情
勢

に
伴
い
、
経
済
の
低
迷
と
物
価
高
騰
な

ど
国
民
生
活
と
経
済
活
動
に
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
急
速
に
進
行
す
る
少

子
化
・
人
口
減
少
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て
も
、
小
さ

な
子
ど
も
を
持
つ
家
族
が
村
外
へ
転
出

す
る
な
ど
、
人
口
減
少
が
よ
り
一
層
進

ん
で
お
り
、
令
和
五
年
の
人
口
動
態
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
然
増
減
で
一
人
の

減
少
と
社
会
増
減
で
三
八
人
の
減
少
で

総
体
で
は
四
九
人
の
減
少
と
な
り
、
こ

こ
数
年
で
は
最
大
の
流
出
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
福
祉
施
設
関
係
や
ギ
タ
ー
工

場
関
係
者
の
流
出
が
大
き
く
、
各
事
業

所
で
の
働
き
手
不
足
に
よ
る
組
織
運
営

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
か
ら
、
雇
用
の

確
保
や
人
材
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
村
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も

村
民
の
皆
様
と
一
緒
に
手
を
携
え
、
こ

の
村
で
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
て
頂
く

た
め
の
施
策
の
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
、「
美
し
く
住
み
よ
い
活
力
あ
る
村

づ
く
り
」
の
村
政
執
行
に
あ
た
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
重
点
事
項
】

国
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
等

が
進
む
中
で
、
持
続
可
能
で
夢
が
持
て

る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
、
地
域

に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
令
和
五
年
度
か
ら
五

カ
年
計
画
の
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
デ
ジ

タ
ル
基
盤
の
整
備
や
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

各
自
治
体
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル

の
力
を
活
用
し
た
社
会
課
題
の
解
決
や

魅
力
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と

な
り
、
本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、「
西

興
部
村
総
合
戦
略
」
を
改
訂
し
、
地
域

の
資
源
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
有
効
活

用
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
す
く
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、
都

市
か
ら
西
興
部
村
へ
人
の
流
れ
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る

脱
炭
素
化
の
推
進
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

や
各
自
治
体
で
一
層
の
取
り
組
み
強
化

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
は
じ

め
、
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
公
用
車

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
を
進
め
る
な
ど
、

地
域
脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
西
興
部
村
は
、
こ
れ
ま
で

積
み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
歴
史
と
自
治

の
成
果
を
、
来
る
開
村
一
〇
〇
年
に
向

執行方針を述べる菊池村長執行方針を述べる菊池村長

議　員議　員

基本理念　『村民の「夢叶う」むらづくり』
活力ある村づくり活力ある村づくり 支えあう村づくり支えあう村づくり
美しい村づくり美しい村づくり 人を育てる村づくり人を育てる村づくり

重点目標

令和６年度　令和６年度　村政執行方針村政執行方針
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け
て
た
ゆ
ま
な
い
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
た
め
に
、
行
政
と
住
民
と
の
協
働

に
よ
り
持
続
可
能
な
地
域
の
実
現
を
目

指
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

議
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
各
事
業

所
・
団
体
な
ど
、
村
民
皆
様
の
よ
り
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

【
予
算
概
要
】

令
和
六
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、
二
七
億
七
〇
〇
万
円
の
前
年
度
比

七
・
五
％
減
と
な
り
、
公
債
費
を
除
く

歳
出
は
二
一
億
九
、
八
一
〇
万
円
で
、

前
年
度
比
八
・
七
％
減
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
経
常
的
経
費
で
は
、
公
共

施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
伴
う
電
気
料
や
公
債

費
な
ど
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
比
一

七
・
五
％
減
の
十
四
億
九
、
〇
八
六
万

円
と
な
り
、
政
策
的
経
費
で
は
、
に
し

お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
運
営
補
助
を
は
じ

め
、
村
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
更
新
、
厚
生
診
療
所
の
電
子
カ
ル
テ

更
新
、
札
滑
ウ
エ
ン
シ
リ
線
法
面
改

良
、
忍
路
子
線
道
路
改
良
、
村
道
流
末

排
水
路
整
備
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工
業

施
設
整
備
へ
の
補
助
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
比
八
・
七
％
増
の
一
二
億
一
、
六

一
五
万
円
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

な
お
、
令
和
六
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
公
共
施
設
エ
ア
コ
ン
整

備
事
業
の
財
源
と
し
て
、
公
共
施
設
整

備
基
金
を
充
当
し
た
ほ
か
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
積
み
立
て
る
「
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
」
を
、
寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
た

各
事
業
に
充
当
す
る
な
ど
、
基
金
を
有

効
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
六
年
度

末
基
金
残
高
は
、
二
億
五
、
九
四
七
万

円
減
の
六
二
億
一
、
三
八
二
万
円
を
見

込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
特
別
会
計
を
含
め
た
地
方
債

と
債
務
負
担
行
為
を
加
え
た
将
来
に
わ

た
る
長
期
債
務
は
、
二
億
六
、
五
六
〇

万
円
減
の
四
一
億
一
、
一
一
八
万
円
に

な
る
見
込
み
で
す
が
、
近
年
の
バ
イ
オ

ガ
ス
事
業
や
森
林
公
園
改
修
事
業
な
ど

の
財
源
と
し
て
発
行
し
た
過
疎
対
策
事

業
債
の
元
金
償
還
も
順
次
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
行
政
執
行
並
び
に
予
算

編
成
に
お
い
て
、
そ
の
必
要
性
と
優
先

順
位
を
見
極
め
つ
つ
、
必
要
な
事
業
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

【
各
分
野
別
予
算
概
要
】

こ
れ
よ
り
第
五
期
総
合
計
画
の
分
野

別
目
標
に
沿
っ
て
、
令
和
六
年
度
一
般

会
計
予
算
の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
、

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所

で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
む
ら

住
宅
環
境
整
備
と
し
て
、
興
栄
団
地

公
営
住
宅
一
棟
四
戸
の
屋
上
防
水
改

修
、
上
興
部
第
三
団
地
公
営
住
宅
一
棟

二
戸
の
屋
根
・
外
壁
の
塗
装
工
事
を
行

い
ま
す
。

民
間
住
宅
支
援
と
し
て
、
持
家
建
設

促
進
の
た
め
の
奨
励
補
助
金
や
快
適
な

住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
必

要
な
予
算
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
村
独
自
の
建
物
解
体
補
助
に

加
え
、
国
の
制
度
を
活
用
し
た
空
き
家

解
体
撤
去
事
業
を
継
続
し
、
住
民
負
担

の
軽
減
と
景
観
の
保
全
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
橋
梁

長
寿
命
化
事
業
で
実
施
す
る
天
北
跨
線

橋
更
新
事
業
の
う
ち
、
令
和
五
年
度
補

正
工
事
で
橋
梁
を
撤
去
し
盛
土
構
造
へ

更
新
す
る
ほ
か
、
現
在
、
老
朽
化
に
よ

り
通
行
止
め
に
し
て
い
る
「
中
興
橋
」

の
撤
去
設
計
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
西
興
部
忍
路
子
線
道
路
改
良

事
業
で
は
、
延
長
一
五
〇
ｍ
の
道
路
工

事
と
交
差
点
設
計
を
行
う
ほ
か
、
中
藻

地
区
の
村
道
布
登
呂
道
路
流
末
排
水
路

整
備
事
業
で
は
、
横
断
管
渠
の
排
水
工

事
を
行
い
ま
す
。

道
路
維
持
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
災

性
向
上
の
た
め
維
持
管
理
を
適
切
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
除
排
雪
事
業
で

は
、
新
た
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
除
雪
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
除
雪
事
業
の
補
助
金
を
活
用

し
て
、
除
排
雪
作
業
の
迅
速
な
対
応
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

河
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
水
路

等
長
寿
命
化
事
業
に
よ
り
「
札
滑
川
」

の
橋
梁
三
箇
所
の
護
岸
設
計
の
ほ
か
、

河
道
洗
掘
対
策
や
土
砂
撤
去
な
ど
の
維

持
管
理
を
適
切
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
む
ら
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
村
民
の
高
齢
化
に
伴
い
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
救
急
出
動
に
対

し
、
救
急
救
命
士
の
資
質
の
向
上
、
救

急
体
制
の
強
化
と
し
て
救
急
車
積
載
除

細
動
器
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
村
民

が
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
、
消
防
団
員

の
確
保
と
火
災
や
災
害
活
動
で
使
用
す

る
装
備
の
充
実
を
計
画
的
に
行
っ
て
参

り
ま
す
。

ま
た
、
専
門
知
識
を
有
す
る
講
師
を

招
い
て
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
村

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
国
や
道
の
防
災
計
画
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
に
対
応
す
る
た
め
、
村
の
防
災

計
画
の
改
訂
を
行
い
ま
す
。

交
通
安
全
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
日
た
り
と
も
休
む
こ
と
の
で
き
な
い

運
動
で
あ
り
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
記
録

の
目
標
で
あ
る
三
〇
年
達
成
ま
で
一
年

を
切
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
村
民
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

が
永
遠
に
続
く
よ
う
、
引
き
続
き
交
通

安
全
啓
発
の
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
と
し
て
、
上
興
部
地

区
な
ど
か
ら
の
通
院
・
入
浴
並
び
に
保

育
所
園
児
や
児
童
生
徒
な
ど
の
送
迎
を

行
う
と
と
も
に
、
名
寄
本
線
代
替
バ
ス

を
利
用
し
て
村
外
の
病
院
へ
通
院
す
る

高
齢
者
へ
の
通
院
助
成
を
行
う
ほ
か
、

市
街
地
以
外
で
生
活
す
る
高
齢
者
等
が

い
つ
ま
で
も
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た

め
の
生
活
支
援
等
の
一
環
と
し
て
、
市

街
地
で
の
買
い
物
等
で
名
士
バ
ス
を
利

用
し
た
際
の
運
賃
助
成
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
紋
別
羽
田
便
を

利
用
し
た
村
民
及
び
道
外
か
ら
の
ホ
テ

議　員議　員

キッズサロンキッズサロン
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ル
森
夢
宿
泊
者
に
、
航
空
運
賃
の
一
部

を
引
き
続
き
助
成
し
て
参
り
ま
す
。

情
報
通
信
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
整
備
し
た
シ
ス
テ
ム
や
機
器

を
計
画
的
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
行
政
情
報
や
地

域
情
報
の
迅
速
な
提
供
に
努
め
て
参
り

ま
す
。出

産
も
子
育
て
も
介
護
も

医
療
も
安
心
で
き
る
む
ら

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
、
村
民
の
健
康
増
進
な
ど
、
村
内
で

安
心
し
て
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

西
興
部
厚
生
診
療
所
の
馬
場
医
師
に

は
、
平
成
三
〇
年
の
着
任
以
来
、
診
療

所
で
の
診
療
を
は
じ
め
、
施
設
や
個
人

宅
へ
の
往
診
、
訪
問
診
療
に
、
ま
た
、

歯
科
診
療
所
の
菅
原
医
師
に
は
、
長
年

村
で
の
歯
科
診
療
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
、
村
の
地
域
医
療
を
し
っ
か
り

と
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
村
に
お
け
る
更
な
る
医
療
体
制
の

充
実
を
図
る
た
め
、
厚
生
診
療
所
で

は
、
電
子
カ
ル
テ
機
器
の
更
新
を
行

い
、
歯
科
診
療
所
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
式

Ｘ
線
機
器
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
村
外
専
門
医
療
機
関
で
の
受

診
が
困
難
な
高
齢
者
等
が
多
い
こ
と
か

ら
、
現
在
の
整
形
外
科
医
の
招
へ
い
に

加
え
、
新
た
に
月
二
回
、
循
環
器
内
科

の
専
門
医
師
を
招
へ
い
す
る
ほ
か
、
加

齢
や
疾
病
、
障
が
い
等
に
よ
り
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

を
対
象
と
し
た
、
村
社
会
福
祉
協
議
会

が
実
施
す
る
福
祉
有
償
運
送
事
業
へ
の

補
助
に
よ
り
、
村
内
外
の
医
療
機
関
へ

の
通
院
が
困
難
な
方
な
ど
を
支
援
し
、

村
民
の
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
こ
の
村
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
医
療
受
診
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
早

期
治
療
に
つ
な
げ
る
よ
う
住
民
検
診
を

実
施
し
、
検
診
結
果
に
基
づ
く
保
健
指

導
を
は
じ
め
、
き
め
細
や
か
な
健
康
相

談
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
村
民
の

皆
様
が
生
活
習
慣
病
に
関
心
を
持
ち
、

自
ら
の
健
康
管
理
と
健
康
増
進
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
ヘ
ル
ス
ア

ッ
プ
教
室
や
元
気
回
復
入
浴
事
業
な
ど

に
よ
り
、
健
康
増
進
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。感

染
症
対
策
と
し
て
、
新
た
に
男
性

に
対
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
全

額
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
や
肺
炎
球
菌
、
帯
状

疱
疹
、
風
し
ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の

各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
よ
り
接

種
を
促
し
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
の
確

保
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
見
守
り
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
「
命
の
バ
ト

ン
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
及
び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
係
る
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
在

宅
元
気
生
活
支
援
事
業
に
よ
り
、
利
用

者
が
安
心
し
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

更
に
、
高
齢
者
福
祉
で
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
対
す
る
人
件
費
の
助
成
を

は
じ
め
、
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
福
祉

入
浴
事
業
、
敬
老
会
執
行
経
費
補
助
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
で
は
、
西
紋

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費

用
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
通
所
す
る

利
用
者
の
交
通
費
助
成
に
よ
り
負
担
の

軽
減
を
図
る
ほ
か
、
自
立
支
援
給
付
及

び
地
域
生
活
支
援
事
業
に
よ
り
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
に
し
お
こ
っ
ぺ
福
祉

会
の
施
設
で
働
く
職
員
の
確
保
が
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
材

確
保
に
対
す
る
助
成
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
支
援
と
し
て
、
村
が
外

国
人
介
護
福
祉
人
材
育
成
協
議
会
に
加

入
し
、
外
国
人
介
護
職
員
の
確
保
に
支

援
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
の
人
材
不
足
や
物
価
高

騰
に
よ
り
、
に
し
お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
が

運
営
す
る
特
養
、
障
が
い
者
支
援
施

設
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
大
変
厳
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

三
施
設
は
本
村
福
祉
行
政
の
中
核
を
担

い
、
雇
用
の
場
と
し
て
も
大
変
重
要
な

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
営
の
安
定

化
に
向
け
、
運
営
費
の
補
助
と
運
転
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、
不
妊
治
療
費
助

成
、
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
産
後

ケ
ア
事
業
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
ア
プ

リ
「
せ
と
な
び
」
に
よ
る
情
報
発
信
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
里
住
夢
」
に

お
け
る
交
流
事
業
の
充
実
な
ど
、
子
ど

も
を
産
み
、
育
て
る
環
境
の
充
実
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
検
診
で
は
、
新
た
に

三
歳
児
健
診
時
に
、
幼
児
の
視
力
異
常

の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
幼
児
屈
折
検
査
を
行

う
と
と
も
に
、
就
学
前
の
発
達
支
援
を

目
的
と
す
る
五
歳
児
健
診
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

な
お
、
引
き
続
き
、
子
供
医
療
費
無

料
化
事
業
、
妊
産
婦
安
心
出
産
支
援
事

業
、
エ
ン
ゼ
ル
祝
金
、
夢
の
お
く
り
も

の
事
業
、
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト

券
事
業
な
ど
各
種
子
育
て
支
援
事
業
に

よ
り
、
出
産
、
育
児
な
ど
子
育
て
世
帯

へ
の
経
済
的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
新
婚
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

つ
く
し
保
育
所
で
は
、
保
育
支
援
ア

プ
リ
「
こ
ど
も
ん
」
を
通
し
て
、
保
護

者
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
木
育
や

英
語
に
親
し
む
機
会
を
設
け
る
な
ど
、

地
域
性
を
活
か
し
た
保
育
に
努
め
る
と

と
も
に
、
保
育
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
や
園
庭
遊
具
を
更
新
す
る
な
ど
、
保

育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

少年消防夜廻り少年消防夜廻り
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個
に
応
じ
た
特
色
あ
る
　

教
育
を
受
け
ら
れ
る
む
ら

教
育
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
後
ほ

ど
教
育
長
か
ら
「
教
育
行
政
執
行
方

針
」
の
中
で
詳
し
く
申
し
上
げ
ま
す

が
、「
教
育
大
綱
」
の
理
念
と
方
針
に

基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

可
能
性
を
引
き
出
す
教
育
の
推
進
、
学

び
の
機
会
を
保
障
し
、
質
を
高
め
る
環

境
の
確
立
、
地
域
と
歩
む
持
続
可
能
な

教
育
の
実
現
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
芸
術
鑑
賞
の
機
会
や
公
民
館

講
座
な
ど
学
習
機
会
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
村
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
活

動
が
で
き
る
よ
う
住
民
相
互
の
学
習
活

動
を
支
援
し
、
地
域
に
根
付
い
た
様
々

な
文
化
活
動
の
振
興
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

新
し
い
産
業
の
創
造
と
人
材
誘
致

の
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
む
ら
　

国
全
体
の
人
口
が
減
少
す
る
中
、
本

村
に
お
い
て
も
人
口
減
少
が
続
き
、
令

和
五
年
十
月
以
降
、
第
五
期
西
興
部
村

総
合
計
画
の
総
合
目
標
で
あ
る
人
口

一
、
〇
〇
〇
人
を
下
回
る
状
況
が
続
い

て
お
り
、
村
内
の
事
業
所
で
も
人
手
不

足
に
よ
る
生
産
性
の
低
下
や
サ
ー
ビ
ス

の
縮
小
な
ど
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
人
材
の
確
保
や
育
成
が
急
務
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
移

住
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
を
北
海
道

と
連
携
し
て
取
り
組
む
ほ
か
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
、
に
し
お
こ

っ
ぺ
福
祉
会
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工
業

の
人
材
確
保
に
対
す
る
支
援
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
現
在
主
流
と
な
っ
て
い

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
人
材
確
保
を
目

指
す
事
業
に
も
新
た
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

村
の
知
名
度
向
上
や
来
訪
者
を
増
や

す
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
来
訪
者
促
進
イ

ベ
ン
ト
事
業
等
の
成
果
を
踏
ま
え
、
北

見
や
旭
川
な
ど
日
帰
り
圏
内
で
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
等
を
行
う
な
ど
、

必
要
な
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
村
を
応
援
し
て
も
ら
う
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
村
内
で
開
催
す

る
同
窓
会
等
の
経
費
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加

や
将
来
的
な
人
材
確
保
に
繋
が
る
よ

う
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
支
援
事

業
の
対
象
者
を
こ
れ
ま
で
の
大
学
生
だ

け
で
な
く
高
校
生
に
ま
で
拡
大
し
て
、

滞
在
費
な
ど
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

更
に
、
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
セ
ト
ウ
シ
く
ん
」
の
活
用
拡
大
に

向
け
、
新
た
に
セ
ト
ウ
シ
く
ん
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
制
作
や
村
外
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
が
増
え
る
こ
と
か
ら
着
ぐ
る
み
を

更
新
す
る
と
と
も
に
、
村
民
や
事
業
者

が
行
う
特
産
品
開
発
な
ど
に
も
引
き
続

き
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
令
和
四
年

度
に
着
手
し
た
森
林
公
園
改
修
事
業
が

完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
村
外
で
も
Ｐ
Ｒ

を
行
な
い
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ

て
く
れ
る
よ
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
西
興
部
村
の
観
光
振
興
」

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
、
令
和
四

年
度
か
ら
北
海
道
大
学
の
教
授
を
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
「
観
光
を
考
え
る
意

見
交
換
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
参
加
者
か
ら
村
の
観
光
振
興
の
方

向
性
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
必
要

な
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
方
が
来
館
す
る
道
の

駅
「
花
夢
」
の
顔
で
あ
る
「
か
ら
く
り

オ
ル
ガ
ン
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
こ

数
年
、
人
形
等
が
正
常
に
動
か
な
い
状

態
で
あ
り
ま
し
た
が
、
導
入
当
時
の
正

常
な
状
態
に
戻
す
た
め
の
改
修
を
行
な

い
ま
す
。

観
光
施
設
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て

い
る
活
性
化
セ
ン
タ
ー
リ
ム
に
つ
き
ま

し
て
は
、
電
話
設
備
の
更
新
や
男
子
サ

ウ
ナ
室
の
改
修
、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
購

入
を
行
う
な
ど
老
朽
化
し
た
施
設
を
維

持
保
全
す
べ
く
、
優
先
度
の
高
い
項
目

を
予
算
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
ほ
か
日
本
庭
園
「
興
楽
園
」
を

貴
重
な
村
の
財
産
と
し
て
保
全
管
理
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ホ
テ
ル
森
夢

の
運
営
支
援
を
行
う
ほ
か
、
来
訪
者
の

増
加
に
向
け
て
観
光
情
報
の
効
果
的
な

発
信
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

商
工
業
に
お
い
て
は
、
令
和
五
年
度

か
ら
村
内
の
消
費
喚
起
の
た
め
、
一
割

引
き
で
販
売
す
る
よ
う
補
助
し
て
い
る

商
工
会
商
品
券
事
業
が
、
好
評
に
よ
り

予
定
枚
数
以
上
の
販
売
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
更
に
増
額
支
援
を
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
第
三
セ
ク

タ
ー
で
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工
業
の

人
材
確
保
に
支
援
す
る
ほ
か
、
工
場
敷

地
内
の
維
持
管
理
に
必
要
な
排
水
路
工

事
に
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
創
造
支
援
事
業
を

活
用
し
た
新
規
事
業
の
更
な
る
創
出
や

既
存
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
の
ほ

か
、
中
小
企
業
の
経
営
安
定
化
を
図
る

た
め
、
運
営
資
金
を
支
援
す
る
た
め
の

政
策
預
託
と
借
入
に
対
す
る
利
子
補
給

や
保
証
料
の
助
成
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
行
っ
て
参
り
ま
す
。

農
林
業
の
生
産
加
工
基
盤

が
安
定
し
て
い
る
む
ら
　

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
お
い
て

は
、
厳
し
い
酪
農
情
勢
を
受
け
て
令
和

四
年
度
末
に
生
乳
生
産
調
整
を
課
せ
ら

れ
、
令
和
五
年
の
年
間
生
乳
生
産
量

が
、
前
年
比
一
七
％
減
の
十
六
、
七
八

二
ｔ
と
な
り
、
長
引
く
飼
料
や
燃
料
を

は
じ
め
と
す
る
農
業
資
材
の
価
格
高
騰

に
加
え
、
個
体
販
売
価
格
の
低
下
な

ど
、
昨
今
の
酪
農
情
勢
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
十
数

年
、
法
人
を
含
め
一
六
戸
の
酪
農
家
戸

数
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
四

年
度
に
二
戸
、
令
和
五
年
度
に
一
戸
が

離
農
さ
れ
一
三
戸
と
な
り
、
今
後
も
一

戸
の
離
農
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
な

ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
対
策
が
急

務
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
も
農
家
戸
数

の
維
持
が
重
要
で
あ
り
、
将
来
の
後
継

者
や
担
い
手
不
足
の
解
消
に
向
け
、
新

た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
酪
農
支

援
担
当
と
し
て
配
置
し
、
新
規
就
農
者

及
び
農
業
就
労
者
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
農
業
体
験
・
研
修
支
援
事
業
、

新
規
就
農
者
支
援
事
業
補
助
、
酪
農
ヘ

人材確保人材確保
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ル
パ
ー
運
営
事
業
へ
の
助
成
な
ど
、
引

き
続
き
必
要
な
支
援
を
行
う
ほ
か
、
農

業
所
得
の
確
保
と
農
業
者
の
経
営
・
生

産
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、
国
の
中

山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
金
事
業
及
び

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
基
盤
整
備
事
業
と
し
て

道
営
事
業
に
よ
り
草
地
整
備
や
上
・
中

藻
地
区
の
営
農
用
水
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
ヒ
グ
マ
の
春
期
管
理
捕
獲
に

取
り
組
む
な
ど
、
エ
ゾ
シ
カ
や
ヒ
グ
マ

に
よ
る
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
支
援
強

化
や
食
肉
な
ど
の
有
効
活
用
、
残
滓
処

理
な
ど
に
対
し
て
支
援
を
し
て
参
り
ま

す
。バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
余
剰
熱
の

利
用
を
目
的
に
、
令
和
四
年
度
か
ら

二
カ
年
で
必
要
な
設
備
等
を
整
備
し

た
「
み
か
ん
ハ
ウ
ス
栽
培
事
業
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
春
に
苗
木
を
植
栽
い

た
し
ま
す
が
、
道
内
で
も
例
が
な
い
初

め
て
の
取
り
組
み
で
す
の
で
、
余
剰
熱

利
用
ハ
ウ
ス
の
指
定
管
理
者
と
協
力
し

て
、
数
年
後
に
は
収
穫
で
き
る
よ
う
進

め
て
参
り
ま
す
。

林
業
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
林
業
経

営
は
変
わ
ら
ず
、
森
林
所
有
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
森
林
整
備

へ
の
意
欲
が
減
退
し
、
森
林
の
持
つ
機

能
の
低
下
や
荒
廃
化
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
有

効
に
活
用
し
、
森
林
整
備
や
担
い
手
の

確
保
、
木
材
利
用
の
普
及
啓
発
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

村
有
林
事
業
で
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
て
、
ギ
タ
ー
の
原
料
と
な

る
シ
ナ
の
植
樹
を
継
続
す
る
ほ
か
、
森

林
経
営
計
画
に
基
づ
く
間
伐
や
下
刈

り
、
皆
伐
、
新
植
な
ど
、
適
切
な
保
育

管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

林
道
事
業
で
は
、
令
和
六
年
度
か
ら

三
カ
年
で
実
施
す
る
森
林
基
幹
道
改
良

事
業
の
う
ち
、
札
滑
ウ
エ
ン
シ
リ
線
の

法
面
改
良
事
業
を
行
う
ほ
か
、
林
道
草

刈
・
路
面
整
正
・
小
径
木
除
去
な
ど
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

美
し
い
自
然
環
境
と
生
活

環
境
が
保
た
れ
て
い
る
む
ら

村
づ
く
り
の
テ
ー
マ
実
現
の
た
め
、

「
美
し
い
村
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
く

建
物
の
色
彩
統
一
に
向
け
た
支
援
や
空

き
家
対
策
な
ど
を
進
め
、
更
な
る
景
観

形
成
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
村
民
皆
様
を
は
じ
め
、
企

業
・
団
体
、
関
係
機
関
と
も
連
携
・
協

働
し
て
、
街
中
に
花
を
植
え
る
「
我
が

村
は
美
し
く
事
業
」
の
ほ
か
、
各
家
庭

や
事
業
所
に
花
を
飾
る
た
め
の
支
援
継

続
に
よ
り
、
花
い
っ
ぱ
い
の
景
観
づ
く

り
を
推
進
し
、
村
に
暮
ら
す
人
や
訪
れ

る
人
が
心
癒
さ
れ
る
「
美
し
い
村
づ
く

り
」
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

脱
炭
素
化
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
に
対
す
る
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
前
年
度
に
続
く
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
や
公
用
車
を
環
境
性
能
に
優
れ
た

低
燃
費
型
車
両
に
更
新
し
、
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
削
減
と
電
気
料
や
燃
料
費
の
高
騰

対
策
を
同
時
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

住
民
と
行
政
の
協
働
が

根
付
く
む
ら
　
　
　
　

本
村
は
、
令
和
七
年
に
開
拓
一
二
〇

年
・
開
村
一
〇
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
村
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
り
記
念
事
業
等
の
検
討
を
行
い
、
こ

の
節
目
を
村
民
皆
様
と
共
に
祝
い
、
村

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
持
続
可
能
な
地
域
の
実
現
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
支
援
す
る
「
美
し
く
住
み
よ
い
活
力

あ
る
む
ら
づ
く
り
応
援
事
業
」
と
し

て
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
を
は
じ

め
、
町
内
会
活
動
の
推
進
、
異
業
種
が

企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
小
規
模
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
に
対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
団

体
活
動
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
し
、
地

域
の
活
性
化
と
自
治
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

広
域
連
携
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
西
紋
別
地
域
を
は
じ

め
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の
自
治
体
と
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
名
寄
市
・
士
別
市

を
中
心
市
と
す
る
北
・
北
海
道
中
央
圏

域
定
住
自
立
圏
の
取
り
組
み
で
は
、
二

次
救
急
医
療
体
制
や
災
害
時
に
必
要
な

情
報
の
共
有
と
相
互
応
援
体
制
の
強
化

な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
定
住
自
立

圏
の
形
成
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

更
に
、
議
員
の
皆
様
と
共
に
、
議
会

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
よ
る
会
議
資
料

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
事
務
作
業
の
軽

減
化
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
、
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

本
村
の
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」、
い
わ
ゆ
る
、
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
令
和
五
年
度
に
大
手
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
で
の
申
し
込
み
を
開
始
し
た
こ
と

も
あ
り
、
令
和
六
年
二
月
末
時
点
の
寄

附
件
数
は
、
過
去
最
多
だ
っ
た
平
成
三

〇
年
度
の
六
四
件
を
大
き
く
上
回
る
一

五
四
件
と
な
り
、
寄
附
金
額
は
約
七
〇

〇
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
全
国
の
皆
様

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
に
お
届
け
す
る
返
礼

品
に
つ
い
て
も
、
村
内
事
業
所
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
工
夫
を
凝
ら
し
、
さ

ら
な
る
応
援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
積
み

立
て
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

に
つ
き
ま
し
は
、
子
育
て
施
策
や
地
域

産
業
の
振
興
の
た
め
の
貴
重
な
財
源
と

し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
思
い
に

応
え
て
参
り
ま
す
。

以
上
、
令
和
六
年
度
の
村
政
執
行
に

臨
む
所
信
と
、
各
会
計
予
算
案
の
概
要

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
よ
ろ

し
く
ご
審
議
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
重
ね
て
村
議
会
議
員
の
皆

様
を
は
じ
め
、
村
民
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

結
び
と
い
た
し
ま
す
。

我が村は美しく事業我が村は美しく事業

旗の波運動旗の波運動
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令
和
六
年
村
議
会
第
一
回
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
教
育
委
員
会
の
所
管

に
関
す
る
執
行
方
針
に
つ
い
て
申
し
上

げ
、
村
議
会
並
び
に
村
民
皆
様
方
の
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。さ

て
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
行
、
情
報
技
術
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
な
ど
に
よ
っ
て
人
々
の
価
値
観
や

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
わ
る

中
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
持

続
可
能
な
社
会
の
つ
く
り
手
と
し
て
、

新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
予
測
不
可
能

な
社
会
を
自
立
的
に
生
き
、
社
会
の
形

成
に
参
画
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を

確
実
に
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
教

育
の
推
進
、
学
び
の
機
会
を
保
障
し
質

を
高
め
る
環
境
の
確
立
、
地
域
と
歩
む

持
続
可
能
な
教
育
の
実
現
に
向
け
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
第
五
期
総
合
計
画
の
基
本
構

想
の
「
個
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
を

受
け
ら
れ
る
む
ら
」
の
実
現
に
向
け
、

各
種
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
、
令
和
六
年
度
の
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
教
育
の
振
興

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
新
し
い
時

代
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
を
身
に

付
け
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
の
成

果
と
課
題
を
踏
ま
え
、「
知
識
・
技
能
」

の
確
実
な
定
着
は
も
と
よ
り
、「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
の
育
成
に
向

け
た
授
業
改
善
及
び
教
科
等
横
断
的
な

学
習
や
探
究
的
な
学
習
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

確
か
な
学
力
を
育
む
学
習
指
導
の
充

実
の
た
め
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
や
ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス

ト
の
結
果
を
分
析
し
、「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」
の
育
成
に
向
け
た
授

業
改
善
に
組
織
的
に
取
り
組
む
等
、
全

て
の
教
職
員
に
よ
る
検
証
サ
イ
ク
ル
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
一

人
一
台
端
末
な
ど
の
整
備
に
よ
っ
て
、

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
が
図
ら

れ
、
学
び
の
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
学
校
で
は
、
情
報
活
力
を
習

得
し
、
表
現
力
や
創
造
力
を
発
揮
し
な

が
ら
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
人
材

の
育
成
に
向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
育
成
、
教

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上
、
及

び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
個
別
最
適
な

学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一
体

的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
学
び

を
支
え
る
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
に
、
引
き
続
き
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

運
営
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
端
末
活
用

を
支
え
る
支
援
基
盤
の
強
化
、
継
続
的

な
学
習
支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
、
中
学
生

や
教
職
員
端
末
機
の
更
新
、
並
び
に
指

導
者
用
・
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
導
入
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

小
中
連
携
・
小
中
一
貫
教
育
に
つ
き

ま
し
て
は
、
令
和
五
年
度
に
学
校
教
育

振
興
協
議
会
と
連
携
し
、
学
習
指
導
や

生
徒
指
導
に
お
い
て
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
、
学
習
規
律
、
学
習
ス
タ
イ

ル
、
家
庭
学
習
の
四
つ
の
部
会
を
設
置

し
、
九
年
間
の
学
び
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
単
元
配
当
表
等
を
整
理
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
令
和
六
年
度
に
お
い
て
は
、
小

中
学
校
教
職
員
相
互
の
授
業
参
観
や
乗

り
入
れ
指
導
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

検
証
・
改
善
を
行
い
な
が
ら
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

中
で
も
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

つ
い
て
は
、「
ふ
る
さ
と
教
育
に
し
お

こ
っ
ぺ
学
」
と
し
て
自
然
、
福
祉
、
木

育
、
産
業
・
施
設
、
防
災
、
文
化
・
歴

史
、
外
国
語
の
七
つ
の
分
野
に
整
理

し
、
九
年
間
の
視
点
に
立
っ
た
き
め
細

や
か
な
学
習
指
導
の
工
夫
・
改
善
に
努

め
な
が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
期
の
学
び
か
ら
小
学
校

教
育
へ
の
円
滑
な
連
携
と
接
続
を
目
的

と
す
る
「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

の
作
成
に
お
い
て
は
、
幼
児
期
の
遊
び

を
通
じ
た
総
合
的
な
指
導
を
通
じ
て
育

ま
れ
て
き
た
こ
と
が
、
入
学
後
の
各
教

科
に
お
け
る
学
習
に
円
滑
に
接
続
さ
れ

る
よ
う
、
小
学
校
教
諭
と
保
育
士
に
よ

る
意
見
交
換
機
会
を
設
け
、「
幼
児
期

の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」

を
共
有
す
る
な
ど
の
連
携
を
図
り
、
円

滑
な
接
続
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

医
師
や
福
祉
関
係
者
な
ど
で
構
成
す
る

特
別
支
援
教
育
連
携
協
議
会
や
教
育
支

援
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
多
角

的
・
客
観
的
に
検
討
に
基
づ
い
た
、
個

別
指
導
計
画
、
教
育
支
援
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
や
、
特
別
支
援
教
諭
の
更
な

る
指
導
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

引
き
続
き
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
教

育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
ら
れ
る
き
め
細
か
な

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む
道
徳

教
育
の
充
実

こ
れ
ま
で
の
児
童
生
徒
の
道
徳
性
を

西
興
部
村

教
育
行
政
執
行
方
針

令和６年度

執行方針を述べる飯束教育長執行方針を述べる飯束教育長

運動会運動会

木育推進事業木育推進事業
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養
う
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
の
実

現
に
向
け
、
自
己
を
見
つ
め
、
物
事
を

広
い
視
野
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
考

え
、
自
己
や
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に

つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
な
ど
、
道
徳

科
の
特
質
を
踏
ま
え
た
指
導
方
法
や
評

価
方
法
の
工
夫
改
善
に
向
け
た
校
内
研

修
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
読
書
活
動
は
、
言
葉
や
知
識

を
学
び
、
想
像
力
や
感
性
を
磨
き
、
想

像
力
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
家
庭
に
お
け
る
読
書
活

動
の
推
進
に
も
努
め
、
読
書
の
楽
し
さ

を
通
じ
て
心
身
の
成
長
、
表
現
力
の
向

上
や
社
会
性
を
育
む
な
ど
生
き
る
力
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応

　
「
い
じ
め
」
は
児
童
生
徒
の
教
育
を

受
け
る
権
利
を
著
し
く
侵
害
し
、
心
身

の
健
全
な
成
長
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
命
や
身
体
に

重
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ

り
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
望

ま
し
い
人
間
関
係
を
築
く
力
を
育
む
と

と
も
に
、
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
の
徹
底

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校

で
は
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
防
止
と
し

て
、
端
末
活
用
の
ル
ー
ル
の
周
知
、
情

報
モ
ラ
ル
教
育
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
派
遣
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

体
力
・
運
動
能
力
の

向
上

新
体
力
テ
ス
ト
等
の
結
果
の
分
析
を

踏
ま
え
た
、
体
育
・
保
健
体
育
の
授
業

改
善
に
組
織
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
課
題
の
あ
る
種
目
に
つ
い
て
は
、

朝
の
活
動
な
ど
に
位
置
づ
け
る
な
ど
計

画
的
に
目
標
を
持
っ
て
児
童
生
徒
の
体

力
・
運
動
能
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
教
諭
を
中
心
に

全
て
の
教
職
員
が
連
携
・
協
力
し
た
食

育
推
進
体
制
の
充
実
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
た
め
、
健
康
診
断
や
フ
ッ
化

洗
口
の
実
施
、
心
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
及

び
感
染
症
対
策
な
ど
「
学
校
の
新
し
い

生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
、
組
織
・
研
修

体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、「
学

校
給
食
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
保

健
所
の
指
導
に
基
づ
く
衛
生
管
理
の
徹

底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
発
症
時

に
お
け
る
模
擬
訓
練
や
エ
ピ
ペ
ン
の
取

扱
い
に
関
す
る
講
習
な
ど
有
事
に
備
え

た
体
制
整
備
や
、
学
校
給
食
担
当
者
会

議
や
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
意

見
・
要
望
を
考
慮
し
、
安
全
・
安
心
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
児
童
生
徒

が
待
ち
望
む
地
場
産
食
材
を
取
り
入
れ

た
学
校
給
食
の
提
供
や
望
ま
し
い
食
習

慣
の
定
着
な
ど
食
育
の
充
実
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境

猛
暑
対
策
と
し
て
小
中
学
校
エ
ア
コ

ン
設
置
を
令
和
六
年
三
月
ま
で
に
完
了

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

生
活
安
全
・
交
通
安
全
・
災
害
安
全
に

関
す
る
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

児
童
生
徒
や
地
域
等
の
実
態
を
踏
ま
え

不
断
に
見
直
す
と
と
も
に
、
事
件
・
事

故
・
災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
な
ど

の
実
施
や
、「
子
ど
も
を
守
り
育
て
る

地
域
連
絡
会
議
」
の
開
催
、「
こ
ど
も

一
一
〇
番
の
家
」
運
動
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
児
童
通
学
の
見
守
り
な

ど
、
犯
罪
や
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
る

安
全
対
策
に
つ
い
て
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
連
携
・
協
働
し
て
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
支
え
て
い
く
環

境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

部
活
動
の
地
域
移
行

国
に
お
け
る
運
動
部
・
文
化
部
活
動

の
地
域
移
行
に
関
す
る
提
言
等
を
踏
ま

え
、
新
た
に
「
部
活
動
地
域
移
行
検
討

会
議
」
を
設
置
し
、
本
村
の
生
徒
に
と

っ
て
望
ま
し
い
部
活
動
の
あ
り
方
や
、

近
隣
市
町
と
の
合
同
部
活
動
に
つ
い
て

検
討
を
行
な
い
な
が
ら
、
部
活
動
の
地

域
移
行
が
円
滑
に
進
む
よ
う
環
境
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
備
品

小
中
合
同
運
動
会
優
勝
旗
の
更
新
、

小
学
校
の
冷
蔵
庫
の
更
新
、
小
中
学
校

指
導
者
用
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
指
導

書
の
購
入
、
中
学
生
及
び
指
導
者
用
端

末
機
の
更
新
を
計
上
す
る
な
ど
日
々
の

授
業
等
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い

よ
う
教
育
備
品
の
充
実
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

ま
た
、
学
校
施
設
の
整
備
・
点
検
に

つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
エ
ア
コ
ン
の
新
設
と
更
新
、
小
中
学

校
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
の
吊
物
バ
ト
ン
の

点
検
な
ど
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら

施
設
の
更
新
と
修
繕
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
が
家

庭
の
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
費

全
額
補
助
、
準
要
保
護
・
特
別
支
援
家

庭
へ
の
学
用
品
等
扶
助
、
言
語
教
室
通

学
費
扶
助
、
高
等
学
校
通
学
費
等
補

助
、
中
体
連
参
加
へ
の
補
助
な
ど
を
引

き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
教
育
に
係

る
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

第
五
期
総
合
計
画
の
生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
基
づ
き
、
村
民
が
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
多
様
な
学
習
機
会
や

学
習
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
村

民
相
互
の
学
習
活
動
を
支
援
し
、
地
域

で
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
の
教
育
・
学
習

環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
の
醸
成
と
し
て
、
茶
道

や
華
道
な
ど
の
伝
統
文
化
の
普
及
活

動
、
む
ら
興
し
祭
り
や
文
化
祭
で
の
村

民
「
茶
会
」
の
開
催
、
村
の
歴
史
な
ど

を
影
絵
に
よ
っ
て
表
現
す
る
「
影
絵
づ

ふるさと学習「茶道教室」ふるさと学習「茶道教室」

学童保育夏祭り学童保育夏祭り
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く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
開
催
、
芸

術
鑑
賞
事
業
と
し
て
「
ダ
ン
ス
」
や
村

民
に
よ
る
「
朗
読
劇
」
の
公
演
、
人
形

劇
団
プ
ー
ク
の
公
演
、
新
規
委
託
事
業

と
し
て
、
子
ど
も
が
自
ら
遊
び
方
を
考

え
な
が
ら
遊
べ
る
場
所
を
作
り
上
げ
る

「
プ
レ
ー
パ
ー
ク
（
冒
険
遊
び
場
）
事

業
」
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
講
師
を

派
遣
す
る
講
師
派
遣
制
度
や
北
海
道
大

学
公
開
講
座
な
ど
も
開
催
し
、
生
活
・

健
康
・
文
化
・
教
育
を
は
じ
め
と
し
た

多
様
な
学
習
機
会
を
提
供
し
、
住
民
相

互
の
学
習
活
動
や
、
生
涯
学
習
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
保
育
事
業

児
童
が
安
全
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
施
設
内
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
意
見
・
要
望

を
取
り
入
れ
た
運
営
や
魅
力
あ
る
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学

童
保
育
安
全
計
画
や
危
機
管
理
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
安
全
確
保
の
指

導
や
各
種
訓
練
に
も
取
り
組
み
な
が
ら

運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
元
茶
道
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

茶
道
教
室
の
開
催
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
登
校

の
見
守
り
、
施
設
見
学
や
職
業
体
験
、

陶
芸
・
木
育
教
室
の
取
り
組
み
な
ど
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
の
連
携
に

よ
る
機
能
強
化
、
事
業
の
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
す
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
交
流
の
推
進

ジ
ュ
ノ
ー
市
教
育
委
員
会
と
の
こ
れ

ま
で
の
三
〇
年
間
に
お
よ
ぶ
交
流
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
英
語
指
導
助
手
の

招
し
よ
う
聘へ
い
の
継
続
、
英
語
指
導
助
手
家
族

と
村
民
の
交
流
を
目
的
と
し
た
ク
リ
ス

マ
ス
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開

催
、
つ
く
し
保
育
所
で
の
英
語
遊
び
な

ど
、
村
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
国
際

交
流
の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
海
外
体
験
事
業
に
つ
い

て
も
、
保
護
者
や
ジ
ュ
ノ
ー
市
教
育
委

員
会
と
協
議
を
お
こ
な
い
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

読
書
環
境
の
向
上

子
ど
も
の
読
書
活
動
及
び
生
涯
読
書

活
動
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
強
化
し

地
域
全
体
で
読
書
環
境
づ
く
り
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
一
次
西
興
部

村
み
ん
な
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の

「
読
書
を
通
じ
て
夢
を
叶
え
る
、
夢
を

広
げ
る
」
を
基
本
理
念
に
、「
本
に
親

し
む
」、「
本
を
楽
し
む
」、「
本
で
つ
な

が
る
」
を
基
本
方
針
と
し
、
親
子
読
み

聞
か
せ
会
、
展
示
会
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
蔵
書
の
計
画
的
な
更
新
、
保
育
所

や
学
校
と
の
公
民
館
図
書
室
の
連
携
促

進
、
公
民
館
図
書
室
の
広
域
連
携
事

業
、
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
む
等
、
村
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
読
書
に
親
し
み
や
す
い
読
書
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

体
力
の
向
上
や
協
調
性
を
培
い
仲
間

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
の
他
に
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
や
健
康
維
持
・
増

進
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
村
民
の
交
流

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
な
ど
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
体
力
測
定
を
取
り
入
れ
た
健
康
講

座
の
開
催
、
だ
れ
も
が
楽
し
く
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
機

会
の
提
供
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
全

村
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
の
開
催
や
体
育
団

体
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
及
び
指
導
者

育
成
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。森

の
美
術
館
「
木
夢
」

の
運
営

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
減

少
し
た
木
夢
の
入
館
者
数
の
増
加
に
向

け
、
村
の
来
訪
者
促
進
Ｐ
Ｒ
事
業
と
連

携
し
な
が
ら
、「
み
て
、
ふ
れ
て
、
遊

ん
で
、
つ
く
る
」
体
験
を
売
り
と
し
、

楽
し
み
な
が
ら
「
木
」
を
五
感
で
体
験

で
き
る
あ
そ
び
場
を
提
供
し
、
行
っ
て

み
た
く
な
る
、
何
度
で
も
来
た
く
な
る

魅
力
を
持
っ
た
木
夢
の
運
営
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
村
の
観
光
促
進
及
び
入
館

者
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
木
工
指
導
員
の
退
職
に
伴
い

新
た
な
体
制
で
管
理
運
営
を
行
う
こ
と

か
ら
、
木
工
技
術
普
及
員
を
配
置
し
新

た
な
木
工
指
導
員
の
育
成
や
事
業
継
承

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

木
育
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
木
育
事
業
推
進
員
を
配
置
し
、
村

の
自
然
豊
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し

た
自
然
観
察
体
験
会
や
森
の
生
木
か
ら

日
用
小
物
を
つ
く
る
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

ワ
ー
ク
な
ど
の
開
催
、
保
育
所
と
連
携

し
た
木
育
活
動
、
児
童
生
徒
の
森
林
学

習
な
ど
地
域
に
根
付
く
特
色
あ
る
「
西

興
部
の
木
育
」
へ
と
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。社

会
教
育
施
設
の
脱
炭
素

推
進
事
業

宮
の
森
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ
、
創
夢

館
、
多
目
的
運
動
場
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
各
施
設
の
設
備
に

つ
い
て
は
村
民
が
安
心
・
安
全
に
使
用

で
き
る
よ
う
各
種
点
検
に
努
め
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
・
改
修
等

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
令
和
六
年
度
の
教
育
行
政
の

執
行
に
あ
た
り
、
基
本
方
針
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
計
画

的
か
つ
効
果
的
・
効
率
的
な
取
り
組
み

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
議
会

を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
様
の
御
理
解
と

御
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上

げ
、
教
育
行
政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま

す
。

ワイルドライフ教室ワイルドライフ教室

カルチャーナイトカルチャーナイト
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第
一
回
臨
時
会

第
一
回
村
議
会
臨
時
会
が
一
月
三
〇

日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
一
日
間
と
決

定
し
、
冒
頭
に
菊
池
村
長
か
ら
、
一
般

行
政
報
告
と
今
臨
時
会
に
提
案
す
る
議

案
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

《
一
般
行
政
報
告
》

一
．
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
四
回
村
議
会
定
例
会
（
一
二
月
一

五
日
）
以
降
の
工
事
等
発
注
状
況
（
工

事
金
額
等
が
議
決
要
件
に
満
た
な
い
も

の
）
に
つ
い
て
、
別
表
一
の
と
お
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

二
．
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て

令
和
五
年
一
二
月
一
日
か
ら
令
和
五

年
一
二
月
末
ま
で
の
指
定
寄
附
の
受
納

に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
に
八

二
件
五
三
〇
万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
旨

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
次
の
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
専
決
し
た
こ
と
を
承
認

し
ま
し
た
。

一
．
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
、

寄
附
金
の
増
額
及
び
返
礼
品
代
金
等
の

経
費
に
係
る
関
連
費
用
に
つ
い
て
承
認

し
ま
し
た
。

�

（
第
一
四
号
）

補
正
額�

四
、
〇
〇
〇
千
円

総　

額�

三
、
一
四
八
、
八
七
九
千
円

■
西
興
部
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
令
和

六
年
三
月
よ
り
、
戸
籍
の
証
明
書
が
広

域
で
取
得
で
き
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

［
契
約
の
目
的
］

�

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
余
剰
熱
利
用

ハ
ウ
ス
建
設
工
事

［
契
約
の
方
法
］

指
名
競
争
入
札
方
式
に
よ
る
落
札

（
原
契
約
）

［
契
約
の
金
額
］

「
五
四
、
三
四
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を

「�

六
一
、
三
二
〇
、
六
〇
〇
円
」
に
変

更
す
る
。

［
契
約
の
相
手
側
］

美
田
建
設
工
業
株
式
会
社

西
興
部
村
字
西
興
部
四
三
番
地

代
表
取
締
役
社
長　

美
田　

大
輔

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計
補

正
予
算
案
に
つ
い
て

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
事
業
と
し
て
行
う
低

所
得
世
帯
等
支
援
給
付
金
の
追
加
、
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
発
電
機
保
守
管
理

費
用
、
ヒ
グ
マ
捕
獲
技
術
講
習
会
及
び

春
期
管
理
捕
獲
事
業
、
新
学
期
か
ら
の

学
級
編
制
変
更
等
に
伴
う
経
費
に
つ
い

て
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

�

（
第
一
五
号
）

補
正
額�

二
四
、
三
〇
九
千
円

総　

額�

三
、
一
七
三
、
一
八
八
千
円

第
二
回
臨
時
会

第
二
回
村
議
会
臨
時
会
が
三
月
二
一

日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
一
日
間
と
決

定
し
、
冒
頭
に
菊
池
村
長
か
ら
、
今
臨

時
会
に
提
案
す
る
議
案
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
次
の
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
新
し
い
ト

ラ
ク
タ
ー
の
購
入
が
決
定
し
ま
し
た
。

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計
補

正
予
算
案
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
に
対
す
る
北
海
道
の
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
追
加
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ

ョ
ン
故
障
に
よ
る
更
新
経
費
に
つ
い
て

増
額
補
正
し
ま
し
た
。

�

（
第
一
九
号
）

補
正
額�

三
、
五
五
二
千
円

総　

額�

三
、
一
四
〇
、
三
〇
六
千
円

第
一
回
定
例
会

第
一
回
村
議
会
定
例
会
が
三
月
七
日

に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
二
日
間
と
決
定

し
、
冒
頭
に
菊
池
村
長
か
ら
、
一
般
行

政
報
告
と
今
定
例
会
に
提
案
す
る
議
案

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

《
一
般
行
政
報
告
》

一
．
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
回
村
議
会
臨
時
会
（
一
月
三
〇

日
）
以
降
の
工
事
等
発
注
状
況
（
工
事

金
額
等
が
議
決
要
件
に
満
た
な
い
も

の
）
に
つ
い
て
、
別
表
二
の
と
お
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

二
．
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て

令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
二
月
末
ま

で
の
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
に
八
件
四
八
万
円
の

寄
附
が
あ
っ
た
旨
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
次
の
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
専
決
し
た
こ
と
を
承
認

し
ま
し
た
。

一
．
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
給
湯
ボ
イ
ラ
ー
が
故

障
し
、
ボ
イ
ラ
ー
交
換
に
係
る
費
用
に

つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

�

（
第
一
六
号
）

補
正
額�

八
九
五
千
円

総　

額�

三
、
一
七
四
、
〇
八
三
千
円

議
会
通
信

別表一　工事請負契約の締結について
入　札　等
執行年月日 工　事　名　等 相　手　側 締　結

年月日
工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R5.12.19 西興部小学校冷房設備設置工事 島田電気商会 R5.12.21 R6.3.29 11,550,000 11,671,000
R5.12.19 西興部中学校冷房設備設置工事 島田電気商会 R5.12.21 R6.3.29 8,613,000 8,723,000

別表二　工事請負契約の締結について
入　札　等
執行年月日 工　事　名　等 相　手　側 締　結

年月日
工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R6.2.6 超 音 波 診 断 装 置 購 入 ㈱ムトウ遠紋支店 R6.2.6 R6.3.29 5,885,000 5,995,000
R6.2.6 超音波診断装置購入その２ ㈱ムトウ遠紋支店 R6.2.6 R6.3.29 3,080,000 3,190,000
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■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計
補

正
予
算
案
に
つ
い
て

年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

す
る
と
共
に
、
年
度
内
に
新
た
に
必
要

又
は
不
足
が
見
込
ま
れ
る
予
算
を
増
額

補
正
し
ま
し
た
。

�
（
第
一
七
号
）

補
正
額�

▲
五
四
、
一
二
九
千
円

総　

額�

三
、
一
一
九
、
九
五
四
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ

い
て

年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

し
ま
し
た
。

�

（
第
三
号
）

補
正
額�

▲
五
、
五
一
二
千
円

総　

額�

一
一
八
、
八
五
〇
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い

て年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

し
ま
し
た
。

�

（
第
四
号
）

補
正
額�

▲
一
、
四
五
一
千
円

総　

額�

一
九
、
五
四
六
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

す
る
と
共
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
増
に

伴
い
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
を
増
額

し
ま
し
た
。

�

（
第
三
号
）

補
正
額�

▲
七
、
八
八
一
千
円

総　

額�

一
一
六
、
七
九
九
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

し
ま
し
た
。

�

（
第
四
号
）

補
正
額�

▲
三
、
七
九
二
千
円

総　

額�

七
五
、
三
八
一
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

し
ま
し
た
。

�

（
第
六
号
）

補
正
額�
▲
一
二
、
三
〇
五
千
円

総　

額�
一
三
五
、
九
四
〇
千
円

■
紋
別
地
区
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

紋
別
地
区
消
防
組
合
の
新
庁
舎
建
設

に
伴
い
、
事
務
所
の
移
転
に
よ
り
住
所

を
変
更
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
等
に
つ
い
て

基
本
理
念
等
を
定
め
、
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

■
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

■
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
第
一

号
及
び
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に

対
し
て
勤
勉
手
当
の
支
給
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
引
用

す
る
条
項
の
修
正
と
、
簡
易
水
道
事
業

及
び
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法

適
用
化
に
よ
り
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

■
村
営
住
宅
使
用
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

入
居
要
件
緩
和
の
た
め
北
海
道
市
町

村
共
済
組
合
融
資
住
宅
条
例
を
廃
止

し
、
村
営
住
宅
と
し
て
一
つ
の
条
例
で

一
元
管
理
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

国
の
基
準
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
当

該
改
正
条
項
を
引
用
し
て
い
る
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

第
九
期
西
興
部
村
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
度
か
ら
令
和

八
年
度
ま
で
の
第
一
号
被
保
険
者
の
保

険
料
等
を
定
め
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
牧
野
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

受
託
頭
数
の
減
少
や
配
合
飼
料
、
燃

料
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
経
営
コ
ス
ト

上
昇
に
伴
い
、
指
定
管
理
者
か
ら
協
定

書
第
二
五
条
に
基
づ
く
利
用
料
金
改
定

の
協
議
申
出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
料

金
改
定
の
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

西
興
部
森
林
公
園
の
改
修
整
備
に
伴

い
、
利
用
料
金
を
改
正
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
水
道
事
業
給
水
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

■
西
興
部
村
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化

の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
施
行
や
公
営
企
業
会
計
へ
の
移

行
に
よ
る
引
用
条
項
の
修
正
及
び
文
言

整
理
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

［
契
約
の
目
的
］

天
北
跨
線
橋
更
新
工
事
（
Ｒ
五
補
正
）

［
契
約
の
方
法
］

指
名
競
争
入
札
方
式
に
よ
る
落
札

［
契
約
の
金
額
］

五
三
、
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円

［
契
約
の
相
手
側
］

西
興
部
村
字
西
興
部
四
三
番
地

美
田
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

美
田　

大
輔

■
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
体
験
学

習
交
流
施
設
（
コ
テ
ー
ジ
））

■
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
ロ
グ
ハ

ウ
ス
）

■
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
射
撃

場
）

■
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
鳥
獣
処

理
加
工
セ
ン
タ
ー
）

■
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

■
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

西
興
部
村
が
管
理
す
る
「
西
興
部
村

体
験
学
習
交
流
施
設
（
コ
テ
ー
ジ
）」

及
び
「
森
林
公
園
休
養
施
設
（
ロ
グ
ハ

ウ
ス
）」
を
引
き
続
き
株
式
会
社
森
夢

に
、「
西
興
部
村
射
撃
場
」
を
引
き
続

き
猟
友
会
西
興
部
部
会
に
、「
西
興
部

村
鳥
獣
処
理
加
工
セ
ン
タ
ー
」
を
引
き

続
き
西
興
部
村
養
鹿
研
究
会
に
、「
西

興
部
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
及
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び
「
西
興
部
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

を
引
き
続
き
西
興
部
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
管
理
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
指

定
管
理
者
に
指
定
し
ま
し
た
。

（
指
定
管
理
の
期
間
）

令
和
六
年
四
月
一
日

�

～
令
和
一
一
年
三
月
三
一
日

■
令
和
六
年
度
西
興
部
村
各
会
計
予
算

案
に
つ
い
て

令
和
六
年
度
各
会
計
（
一
般
会
計
・

三
特
別
会
計
・
二
事
業
会
計
）
の
審
議

に
つ
い
て
は
、
付
託
さ
れ
た
予
算
特
別

委
員
会
で
審
査
を
行
い
、
委
員
会
で
可

決
さ
れ
た
後
、
本
会
議
を
再
開
し
、
次

の
と
お
り
、
令
和
六
年
度
の
各
会
計
予

算
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
一
般
会
計

�

二
、
七
〇
七
、
〇
〇
〇
千
円

※
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

�

九
七
、
四
〇
〇
千
円

※
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

�

二
二
、
四
〇
〇
千
円

※
介
護
保
険
特
別
会
計

�

一
一
六
、
九
五
〇
千
円

※
簡
易
水
道
事
業
会
計

�

一
四
八
、
二
七
〇
千
円

※
下
水
道
事
業
会
計

�

一
七
四
、
六
五
〇
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計
補

正
予
算
案
に
つ
い
て

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
消
化
液
攪

（
か
く
）
拌
（
は
ん
）
用
ト
ラ
ク
タ
ー

が
故
障
し
た
た
め
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
更

新
経
費
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

�

　
（
第
一
八
号
）

補
正
額�

一
六
、
八
〇
〇
千
円

総　

額�

三
、
一
三
六
、
七
五
四
千
円

一
般
質
問

■
に
し
お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
に
対
す
る
村

の
対
応
に
つ
い
て

�

（
質
問　

吉
水
一
男
議
員
）

に
し
お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
に
対
す
る
村

の
対
応
に
つ
い
て
ご
質
問
い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年
に
清
流
の
里
の
虐
待
事
件

が
発
覚
し
ま
し
た
。

昨
年
一
二
月
に
虐
待
検
証
委
員
会
の

報
告
書
が
公
表
さ
れ
、
内
容
と
し
て
、

虐
待
の
原
因
は
規
律
性
の
な
い
馴
れ
合

い
の
職
場
環
境
が
常
態
化
し
て
い
た
。

福
祉
法
人
と
し
て
の
業
務
が
不
適
正
な

ど
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
指
摘
を
受
け
て
、
法
人
と
し
て

原
則
的
か
つ
組
織
的
な
体
制
の
構
築
を

図
る
べ
き
と
。
こ
れ
は
令
和
六
年
一
月

一
三
日
の
北
海
道
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

二
月
一
九
日
付
の
北
海
道
新
聞
で

は
、
昨
年
二
月
か
ら
北
海
道
知
的
障
が

い
福
祉
協
会
か
ら
推
薦
を
受
け
た
方
が

出
向
し
て
き
て
、
清
流
の
里
の
立
て
直

し
を
図
っ
て
い
る
状
況
だ
と
、
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

最
近
配
布
さ
れ
た
広
報
に
し
お
こ
っ

ぺ
に
昨
年
一
二
月
末
の
人
口
が
九
八
一

人
と
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
福

祉
会
の
施
設
の
職
員
と
利
用
者
の
確
保

は
村
の
人
口
確
保
に
非
常
に
重
要
な
こ

と
で
、
村
と
し
て
も
最
重
要
な
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
五
年
度
に
お
い
て
、
福
祉
会
に

は
三
施
設
の
運
営
費
補
助
と
し
て
一
億

円
を
超
え
る
補
助
金
を
支
出
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
非
常
に
心

配
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

は
、
一
ユ
ニ
ッ
ト
一
〇
名
の
利
用
者
を

受
け
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
清
流
の
里

で
は
定
員
に
対
し
て
五
名
の
利
用
者
を

受
け
入
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。福

祉
会
と
し
て
も
、
職
員
の
確
保
に

努
力
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
ど

も
、
村
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
福
祉
会

に
関
わ
り
、
職
員
の
確
保
の
支
援
を
さ

れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

只
今
の
吉
水
議
員
の
ご
質
問
に
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

に
し
お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
に
は
本
村
の

福
祉
行
政
の
中
核
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
一
昨

年
に
発
覚
し
ま
し
た
清
流
の
里
に
お
け

る
虐
待
事
案
は
福
祉
の
根
幹
を
揺
る
が

す
事
態
で
あ
り
、
誠
に
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

福
祉
会
は
本
事
案
に
係
る
道
の
勧
告

を
受
け
、
道
か
ら
の
指
導
、
助
言
を
は

じ
め
、
北
海
道
障
が
い
者
福
祉
協
会
か

ら
は
施
設
再
生
を
担
う
職
員
を
派
遣
し

て
も
ら
う
等
、
各
関
係
機
関
か
ら
ご
指

導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
現

在
、
施
設
の
立
て
直
し
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

村
と
い
た
し
ま
し
て
も
当
該
勧
告
に

あ
り
ま
し
た
法
人
本
部
機
能
の
拡
充
を

図
る
た
め
、
昨
年
四
月
か
ら
村
職
員
を

派
遣
し
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ご
指
摘
の
と
お
り
興
楽

園
と
清
流
の
里
は
、
慢
性
的
な
人
材
不

足
に
よ
り
事
業
の
一
部
休
止
や
定
員
割

れ
の
状
況
に
あ
り
、
介
護
報
酬
や
サ
ー

ビ
ス
報
酬
の
減
収
に
加
え
昨
今
の
物
価

高
騰
も
あ
っ
て
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
も
含
め

た
三
施
設
の
経
営
状
況
は
大
変
厳
し
い

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
五
年
度

は
三
施
設
合
わ
せ
て
一
億
一
五
〇
〇
万

円
の
運
営
補
助
の
要
望
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
「
ど
の

よ
う
に
福
祉
会
と
か
か
わ
り
、
職
員
確

保
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る
の
か
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
福
祉
会
が

実
施
す
る
奨
学
金
貸
与
や
就
職
準
備
資

金
貸
与
に
対
す
る
補
助
を
は
じ
め
、
紹

介
会
社
を
介
し
た
採
用
や
外
国
人
技
能

実
習
生
の
確
保
に
係
る
経
費
に
も
支
援

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
紹
介
会
社
を
介
し
た
採
用

は
短
期
間
で
離
職
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
定
着
し
な
い
厳
し
い
実
態
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
人
材
確
保
支
援
を
継
続
し

な
が
ら
、
令
和
六
年
度
か
ら
東
川
町
の

外
国
人
介
護
福
祉
人
材
育
成
協
議
会
が

実
施
す
る
外
国
人
介
護
福
祉
士
養
成
事

業
に
参
加
し
、
新
た
な
人
材
確
保
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
新
規
採
用
者
確
保
へ
の
取

り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
り
ま
す

が
、
今
の
福
祉
会
に
と
っ
て
は
、
そ
れ

以
上
に
重
要
な
取
り
組
み
は
、
現
在
い

る
職
員
が
辞
め
な
い
風
通
し
の
良
い
職

場
づ
く
り
で
あ
り
、
介
護
職
を
希
望
す

る
方
々
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
づ

く
り
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

福
祉
会
全
体
の
課
題
に
対
し
て
は
、

本
来
三
施
設
を
管
理
、
監
督
す
る
法
人

本
部
が
取
り
組
む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
法
人
本
部
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い

の
が
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
本
部
体
制

の
見
直
し
が
虐
待
の
再
発
防
止
と
各
施

設
が
抱
え
る
人
材
不
足
解
消
に
も
直
結

す
る
も
の
で
あ
り
、
福
祉
会
か
ら
も
体

制
見
直
し
を
理
事
会
並
び
に
評
議
委
員

会
に
提
案
し
て
い
く
と
の
事
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
村
と
し
て
は
毎
年
多
額
な

赤
字
補
填
と
な
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な

運
営
を
維
持
で
き
る
施
設
規
模
の
検
討

は
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
専
門
の
経
営
コ
ン
サ
ル
会
社
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に
依
頼
す
る
な
ど
、
出
来
る
だ
け
早
い

時
期
に
改
善
計
画
と
将
来
に
わ
た
る
収

支
計
画
等
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

福
祉
会
が
運
営
す
る
三
施
設
は
本
村

の
雇
用
の
場
と
し
て
も
大
変
重
要
な
施

設
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
こ
れ
ら
諸
課
題
へ
の
早
期
解

決
を
支
援
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き

法
人
本
部
に
村
職
員
を
派
遣
し
法
人
本

部
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
の
支

援
に
つ
い
て
協
議
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
こ
と
を
申
し
上
げ
、
吉

水
議
員
の
ご
質
問
に
対
す
る
答
弁
と
い

た
し
ま
す
。

�

（
再
質
問
）

ご
答
弁
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
職
員
確
保

の
金
銭
的
な
支
援
は
、
こ
れ
ま
で
も
実

施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
ま
す
。

私
は
今
回
の
虐
待
事
案
後
に
村
が
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
、
ま
た
お
聞
き
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
一
つ
は
、
昨
年
四
月
か
ら

職
員
一
名
を
派
遣
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

私
は
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
体
制
立
て
直
し
に
も
っ
と
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
障
が
い
者
支
援
施
設
の
知
識

と
経
験
の
あ
る
方
、
老
人
福
祉
の
知
識

と
経
験
の
あ
る
方
を
理
事
に
迎
え
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
は
基
本
的
に

は
福
祉
会
が
自
ら
対
応
策
を
検
討
し
て

実
施
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

令
和
五
年
度
の
予
算
で
は
一
億
一
五

〇
〇
万
円
の
運
営
費
補
助
、
令
和
六
年

度
の
予
算
で
は
一
億
四
〇
〇
万
円
の
運

営
補
助
の
予
算
案
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
予
算
の
比
較
だ
け
で
言
う
と
、
あ

ま
り
成
果
が
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

福
祉
会
と
し
て
大
変
な
状
況
に
あ
る

現
在
、
非
常
に
対
応
が
遅
い
福
祉
会
に

つ
い
て
、
村
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

�
（
再
答
弁
）

只
今
の
吉
水
議
員
の
再
質
問
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
福
祉
会
に
お
い
て
は

村
と
し
て
は
職
員
を
派
遣
し
て
立
て
直

し
に
支
援
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
金
銭
的
に
も

支
援
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
新
た
に
村
外
か
ら
新
し
い
理
事

二
名
を
招
い
て
福
祉
会
の
方
で
は
、
ま

た
立
て
直
し
等
図
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
け
ど
も
、
村
の
五
年
度
の
予

算
、
ま
た
六
年
度
の
予
算
を
見
る
と
、

な
か
な
か
金
額
等
に
は
変
わ
り
な
く
改

善
に
は
非
常
に
ス
ピ
ー
ド
が
鈍
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
福
祉
会

の
問
題
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
全
国
的

に
で
す
ね
、
福
祉
事
業
に
関
し
て
は
非

常
に
厳
し
い
運
営
状
況
に
な
っ
て
い
る

っ
て
い
う
の
は
議
員
も
ご
承
知
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
特
養
に
つ
い
て
は
で
す

ね
、
二
〇
一
八
年
度
は
全
国
で
三
三
・

八
％
の
赤
字
運
営
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
二
〇
二
二
年

度
に
お
い
て
は
で
す
ね
、
六
二
％
の
施

設
が
赤
字
と
い
う
こ
と
で
大
幅
に
現
状

増
え
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
物
価
高
や
人
件
費
高
騰
等
の

影
響
も
あ
る
の
か
と
思
い
ま
す
し
、
ま

た
、
こ
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は

で
す
ね
、
当
村
も
非
常
に
多
額
の
支
援

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
私
も
近
隣

で
福
祉
施
設
を
や
っ
て
い
る
関
係
で
若

干
各
首
長
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で

す
ね
、
道
北
の
中
頓
別
町
や
こ
の
管
内

の
置
戸
町
に
お
き
ま
し
て
も
で
す
ね
、

慢
性
的
な
人
材
不
足
等
で
で
す
ね
、
赤

字
運
営
が
多
額
で
補
助
金
を
支
援
し
て

い
る
と
い
う
お
話
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

中
頓
別
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の

四
月
か
ら
で
す
ね
、
事
業
運
営
を
町
に

移
管
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
遠
別
町
に

お
い
て
も
で
す
ね
、
福
祉
法
人
が
事
業

を
採
算
が
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

全
事
業
を
撤
退
す
る
と
い
う
こ
と
で
行

政
の
方
に
申
し
入
れ
て
い
る
状
況
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
よ
う
な
状
況
で
で
す

ね
、
私
ど
も
の
福
祉
会
に
お
い
て
も
で

す
ね
、
通
常
の
施
設
運
営
に
つ
い
て
も

非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

一
昨
年
の
い
ろ
い
ろ
な
不
適
切
ケ
ア
に

お
け
る
事
案
が
起
き
て
お
り
ま
し
て
で

す
ね
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
で
す
ね
、
人

材
を
確
保
す
る
の
は
大
変
だ
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
で
す
ね
、
職
員
一
名
派
遣

し
て
お
り
ま
す
け
ど
も
、
私
の
方
も
要

望
が
あ
れ
ば
で
す
ね
、
人
材
を
例
え
ば

専
門
学
校
だ
と
か
福
祉
に
関
連
す
る
い

ろ
ん
な
各
事
業
所
等
に
で
す
ね
、
出
向

い
て
一
緒
に
な
っ
て
で
す
ね
、
職
員
の

応
募
を
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

福
祉
会
の
方
に
は
申
し
伝
え
て
お
り
ま

し
た
け
ど
も
、
こ
の
一
年
間
で
は
、
そ

う
い
っ
た
福
祉
会
か
ら
の
回
答
が
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
ち
ら
か
ら
の

要
望
が
な
け
れ
ば
こ
ち
ら
で
一
方
的
に

や
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
せ
ん
け

ど
も
、
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
話
を
し
な

が
ら
、
一
緒
に
な
っ
て
何
と
し
て
も
人

を
探
し
て
い
こ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
進
め
て
き
た
経
過
に
は
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
現
実
的
に
は
そ

こ
ま
で
は
至
っ
て
な
い
わ
け
で
す
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
で
す
ね
、
こ
の
施
設

運
営
は
非
常
に
大
変
で
あ
り
ま
す
が
、

先
ほ
ど
議
員
が
申
し
た
と
お
り
で
す

ね
、
う
ち
の
村
に
あ
っ
て
は
、
や
っ
ぱ

り
こ
の
福
祉
施
設
、
非
常
に
大
変
重
要

な
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
人
が
減
れ
ば
で
す
ね
、
人
口
問

題
に
な
り
ま
す
し
、
さ
ら
に
は
で
す

ね
、
こ
う
い
っ
た
特
に
特
養
な
ど
は
で

す
ね
、
村
民
も
最
終
的
に
は
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
で
お
世
話
に
な
り
た
い
っ
て

い
う
方
も
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
も

聞
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
施
設
運
営
の
中
で
は
、
食
材
、

ま
た
燃
料
費
等
の
供
給
を
村
内
の
商
店

や
事
業
所
等
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
対
し
て
で
す
ね
、
事
業
が

縮
小
さ
れ
た
り
万
が
一
な
く
な
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
非
常
に
地

元
の
経
済
の
影
響
は
大
き
い
も
の
と
な

っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
本

当
に
実
態
と
し
て
は
、
こ
の
施
設
運
営

を
き
ち
っ
と
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
村

の
存
続
に
関
わ
る
よ
う
な
大
き
な
問
題

で
な
い
か
と
私
も
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
で
す
ね
、
や
っ
ぱ

り
人
員
確
保
、
最
大
の
懸
案
事
項
と
し

て
で
す
ね
、
福
祉
会
に
は
新
た
に
入
ら

れ
ま
し
た
、
村
外
か
ら
入
ら
れ
ま
し
た

経
験
者
の
理
事
を
含
め
て
で
す
ね
、
十

分
に
理
事
会
運
営
き
ち
っ
と
や
っ
て
い

た
だ
い
て
、
か
つ
法
人
本
部
機
能
の
充

実
、
こ
れ
を
や
っ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
や
は
り
各
三
施
設
の
で
す
ね
、
状

況
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
を

も
っ
て
で
す
ね
、
運
営
を
進
め
て
い
た

だ
き
、
そ
の
中
で
村
に
対
す
る
支
援
等

が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
村
も
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連
携
し
て
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
支
援

に
当
た
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
回

か
な
り
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
強
く
法

人
の
方
に
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
の

で
、
具
体
的
に
、
い
つ
に
何
を
す
る
か

と
い
う
こ
と
ま
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な

話
は
詰
め
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

や
は
り
今
年
一
年
間
、
こ
れ
は
も
う
早

急
に
で
も
、
や
は
り
法
人
と
一
緒
に
な

っ
て
で
す
ね
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
の
支

援
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
十
分
協

議
し
な
が
ら
、
こ
の
法
人
運
営
の
支
援

に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

�

（
再
々
質
問
）

令
和
六
年
二
月
二
八
日
の
北
海
道
新

聞
の
記
事
に
よ
る
と
、
令
和
五
年
度
の

介
護
系
の
専
門
学
校
の
定
員
五
一
〇
人

に
対
し
て
二
二
〇
人
と
、
非
常
に
人
材

の
争
奪
戦
に
な
っ
て
い
る
。
大
学
の
先

生
の
分
析
で
は
給
与
面
で
な
く
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
、
自
ら
の
技
術

と
知
識
を
生
か
せ
る
職
場
な
の
か
と
い

う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
い

う
指
摘
が
出
て
お
り
ま
し
た
。

職
場
は
や
は
り
、
や
り
が
い
の
あ
る

職
場
、
そ
れ
が
利
用
者
へ
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
私
は
思
い
ま
す
。
働
く
方
、
利
用
す

る
方
か
ら
選
ば
れ
る
施
設
に
な
ら
な
い

と
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
理
事
者
、
職
員
が
同
じ

考
え
で
い
る
こ
と
が
大
前
提
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
や
は
り
理
事

の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
理
事
の
中
の

理
事
長
な
い
し
副
理
事
長
と
か
役
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
も
、
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
村
長
ど
う
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

�

（
再
々
答
弁
）

今
の
議
員
の
で
す
ね
質
問
で
あ
り
ま

す
け
ど
も
、
ご
指
摘
の
と
お
り
今
非
常

に
人
員
が
で
す
ね
、
福
祉
業
界
だ
け
で

な
く
様
々
な
分
野
で
人
員
が
足
り
な
い

と
い
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
言
わ

れ
て
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
言
わ
れ

る
と
お
り
で
す
ね
、
た
だ
単
純
に
探
し

て
も
で
す
ね
、
な
か
な
か
今
の
時
代
来

て
く
れ
る
っ
て
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
特
に
申
さ
れ
た
よ
う
に
で
す

ね
、
選
ば
れ
る
職
場
で
な
い
と
、
そ
れ

は
当
然
、
今
の
時
代
な
か
な
か
来
て
く

れ
な
い
っ
て
い
う
の
は
重
々
お
っ
し
ゃ

ら
れ
る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
私
も
で
す

ね
、
こ
の
一
年
間
も
、
こ
の
問
題
あ
っ

て
以
降
も
で
す
ね
、
や
は
り
職
場
の
中

で
で
す
ね
、
風
通
し
良
く
、
要
す
る
に

単
純
に
村
に
補
助
金
支
援
を
し
て
く
る

と
か
そ
う
い
っ
た
問
題
で
も
全
て
職
員

に
で
す
ね
、
そ
う
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ

て
い
る
、
そ
う
い
う
こ
と
で
な
け
れ

ば
、
た
だ
出
た
結
果
で
、
こ
の
支
援
し

て
く
れ
っ
て
い
う
だ
け
で
は
今
の
時
代

な
か
な
か
き
ち
っ
と
し
た
運
営
で
き
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
は
重
々
か
な
り
強
く
言
っ
て

お
り
ま
す
し
、
今
回
昨
年
新
た
に
理
事

長
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
う
い
っ
た

中
で
は
、
今
の
理
事
長
さ
ん
に
も
、
そ

う
い
っ
た
今
言
っ
た
よ
う
に
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
で
す
ね
、
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ

と
で
話
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
し
、

各
理
事
そ
の
中
に
は
施
設
長
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
理
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

各
施
設
長
さ
ん
に
も
で
す
ね
、
そ
う
い

っ
た
意
味
で
は
施
設
の
運
営
に
対
し
て

で
す
ね
、
十
分
そ
う
い
っ
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
持
っ
て
あ
た
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
も
申
し
添
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
で
す
ね
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
で
は
村
が
直
接
そ
う
い

っ
た
こ
と
を
施
設
の
職
員
と
か
に
周
知

す
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ

は
役
員
の
方
々
に
は
、
そ
う
い
っ
た
機

会
あ
る
た
び
に
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
で

話
し
合
っ
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
な

と
。
こ
れ
申
し
上
げ
ま
す
と
、
過
去

は
、
や
は
り
理
事
長
が
い
ま
し
て
発
足

当
時
か
ら
各
施
設
毎
に
運
営
が
な
さ
れ

て
て
、
施
設
間
の
い
ろ
い
ろ
人
が
足
り

な
い
だ
と
か
、
い
ろ
ん
な
部
分
に
つ
い

て
、
な
か
な
か
共
有
さ
れ
て
な
か
っ
た

っ
て
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
実
態
で
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ

ま
し
た
と
お
り
、
法
人
本
部
の
機
能
し

っ
か
り
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で

三
施
設
の
状
況
が
で
す
ね
、
そ
れ
ぞ
れ

が
役
員
か
ら
職
員
ま
で
、
き
ち
っ
と
周

知
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
当
然
で
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
中
に
お
い
て
村

と
し
て
も
大
事
な
職
場
で
は
あ
り
ま
す

か
ら
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
き
ち
っ

と
、
そ
の
こ
と
が
な
さ
れ
て
、
は
じ
め

て
村
も
で
す
ね
住
民
に
理
解
さ
れ
る
た

め
の
施
設
へ
の
支
援
と
な
り
ま
す
の
で

今
後
も
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
議
員
が

言
わ
れ
る
と
お
り
で
す
ね
、
役
員
、
理

事
長
、
各
理
事
に
で
す
ね
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
お
話
を
申
し
上
げ
て
今
後
で

き
る
だ
け
早
く
で
す
ね
、
こ
れ
非
常
に

厳
し
い
話
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、
そ

う
い
う
流
れ
で
も
、
や
は
り
う
ち
の
村

と
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
立
ち
直
れ

る
よ
う
に
で
す
ね
、
進
言
し
て
、
村
も

一
体
と
な
っ
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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　介護保険制度は、3年を一期として、3年ごとに見直しを行っており、今年度（令和6年度）から第9期（令和
6年度～令和8年度）の3年が始まります。
　保険者となる村では、第9期3年間の介護保険事業計画を策定し、3年間に提供される介護サービスの給付見
込額に基づき介護保険料の見直しを行ったところ、第9期の第1号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料は、
第8期から1,000円増額の『基準月額：5,800円』となりました。
　介護保険料は、次のとおり13段階に分かれ、所得や課税状況に応じて負担いただきます。

所得段階 対　　象　　者
介　　護　　保　　険　　料

第９期（令和６年度～令和８年度） 第８期
基準月額 調整率 月　額 年　額 年　額

第１段階

・�世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金受
給者

・�世帯全員が住民税非課税で前年の課税年金
収入と合計所得額の合計が80万円以下の方

・�生活保護の受給者

第９期
5,800円

第８期
（4,800円）

0.285 1,650円 19,800円 17,200円

第２段階
・�世帯全員が住民税非課税で前年の課税年金
収入と合計所得額の合計が80万円を超え
120万円以下の方

0.485 2,810円 33,700円 28,800円

第３段階
・�世帯全員が住民税非課税で前年の課税年金
収入と合計所得額の合計が120万円を超え
る方

0.685 3,970円 47,600円 40,300円

第４段階
・�住民税課税世帯で本人非課税かつ、前年の
課税年金収入と合計所得額の合計が80万円
以下の方

0.9 5,220円 62,600円 51,800円

第５段階
（基準額）

・�住民税課税世帯で本人非課税かつ、前年の
課税年金収入と合計所得額の合計が80万円
を超える方

1.0 5,800円 69,600円 57,600円

第６段階 ・�本人住民税課税で、前年の合計所得額が
120万円未満の方 1.2 6,960円 83,500円 69,100円

第７段階 ・�本人住民税課税で、前年の合計所得額が
120万円以上210万円未満の方 1.3 7,540円 90,400円 74,800円

第８段階 ・�本人住民税課税で、前年の合計所得額が
210万円以上320万円未満の方 1.5 8,700円 104,400円 86,400円

第９段階 ・�本人住民税課税で、前年の合計所得額が
320万円以上420万円未満の方 1.7 9,860円 118,300円 97,900円

第10段階 ・�本人住民税課税で、前年の合計所得額が
420万円以上520万円未満の方 1.9 11,020円 132,200円 −

第11段階 ・�本人住民税課税で、前年の合計所得額が
520万円以上620万円未満の方 2.1 12,180円 146,100円 −

第12段階 ・�本人住民税課税で、前年の合計所得額が
620万円以上720万円未満の方 2.3 13,340円 160,000円 −

第13段階 ・�本人住民税課税で、前年の合計所得額が
720万円以上の方 2.4 13,920円 167,000円 −

※�介護保険について不明な点や詳細については、役場住民生活課介護保険係（電話87-2114）まで
　お問い合わせください。

令和6年度からの第1号被保険者（65歳以上の方）の
介護保険料について
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令和６年度 予算の概要

一 般 会 計 予 算 の 内 訳

歳出総額 27億700万円

村民一人あたりの村民一人あたりの予算額予算額  2,776,410円2,776,410円  （令和（令和66年2月29日現在人口 975人で計算）年2月29日現在人口 975人で計算）

歳入総額 27億700万円

物件費
3億7,671万円

公債費
5億890万円

補助費等
5億4,426万円

人件費
5億1,298万円

村の「第 5期総合計画」の総合目標「2031年度末人口 1,000 人以上」の実現に向け、村民がいつまでも安心して
元気で暮らせる村づくりのための様々な施策を実施していきます。
一般会計の予算総額は、対前年度当初比で 7.5%減の 27億 700万円となり、3つの特別会計を加えた総額は、29
億 4,375 万円（対前年度比 7.0%減）となりました。
また、6年度より特別会計から企業会計へ移行となった簡易水道事業及び下水道事業の企業会計総額は、3億 2,292
万円となり、一般会計・特別会計・企業会計の総額は 32億 6,667 万円となっています。
今年度、新たに実施される主な事業として、老人福祉センターや保育所など人が集まる公共施設へのエアコン設置
事業をはじめ、厚生診療所の電子カルテ更新、歯科診療所のＸ線デジタル化更新、札滑ウエンシリ線法面改良工事、
忍路子線道路改良工事のほか、オホーツク楽器工業施設整備への補助を行います。
ソフト事業では新規事業として、小学校 6年生から高校 1年生の男子を対象としたＨＰＶ（ヒトパピローマウイル
ス）ワクチン接種事業、人材確保対策のためのＳＮＳ広告配信事業や外国人介護人材の育成支援事業、公共交通機関
での移動が困難な方を有償で運送する福祉有償運送事業、また、昨年完了した森林公園改修工事に伴いリニューアル
オープンイベントを行うとともに、村内での新規起業や既存事業基盤支援も継続して実施します。
教育・人材育成関連では、生徒海外体験学習事業やＧＩＧＡスクール推進事業により、ＩＣＴを活用した多様な学
びを支える教育環境の充実を図ります。これらの歳出に対して歳入では、村税をはじめ、歳入全体の 53.8%を占め
る地方交付税、各種事業を実施するための国や道からの補助金等を見込んで、歳出とのバランスを図っています。

地方交付税
14億5,600万円

その他
9,921万円

普通建設事業費
3億849万円

扶助費
7,036万円

維持補修費
1億3,547万円

繰出金
1億5,062万円

道支出金
9,631万円

村債　2億3,530万円

使用料及び
手数料

1億1,133万円

村税
1億249万円

国庫支出金
1億1,165万円

地方譲与税等
6,913万円

諸収入
7,519万円

繰入金
3億1,662万円

その他
1億3,298万円

2727億億700700万円万円
【前年比 7.5% 減】【前年比 7.5% 減】

一般会計一般会計

第 1 回定例村議会において、令和 6 年度予算が可決されました。

22億億3,6753,675万円万円
【前年比 1.0% 減】【前年比 1.0% 減】

特別会計特別会計

33億億2,2922,292万円万円
【簡易水道事業・下水道事業は特別会計【簡易水道事業・下水道事業は特別会計

から企業会計へ移行となりました】から企業会計へ移行となりました】

企業会計企業会計
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■主な重点事業

区　分 事　業　の　内　容

夏の猛暑対策 保育児童や高齢者が集まる公共施設
へエアコン設置

議会の ICT化 タブレット端末の導入によるペーパ
ーレス化、会議録機器の導入

脱炭素化推進 公共施設（16施設）の照明 LED化、
低燃費型公用車の導入

バイオガスプラント
余剰熱利用
ハウス栽培

ハウス建設地造成、みかん栽培管理
委託

厚生診療所の
診療体制強化

専門医師の招へい（整形外科：月１
回、循環器内科：月２回）、看護師
の増員

男子ＨＰＶ
ワクチン接種事業

男女間のＨＰＶ感染を防ぎ、本人の
予防と感染源とならない効果

人材確保対策
ＳＮＳ広告
配信事業

田舎暮らし、ギター、介護福祉など
をキーワードにした広告の配信、動
画の作成

森林公園リニューアル
オープンイベント

Ｒ 4～Ｒ 5年の２カ年で大規模改修
したキャンプ場と新遊具導入のＰＲ

福祉有償
運送事業

公共交通機関による移動が困難な方
を有償で運送

地域おこし協力隊
活動の増員

人材確保や移住の促進を図るため４
人を増員

外国人介護人材
の育成支援

外国人介護福祉人材育成支援協議会
参画による村内福祉施設における外
国人材の確保

【参考】
令和５年度予算で令和６年度に繰り越して実施する事業

区分 事　業　の　内　容

一
般
会
計

橋梁長寿命化補修工事

戸籍・戸籍附票・住民基本台帳システム改修事業

ハウスみかん栽培事業

バイオガスプラント トラクター購入事業

村税の内訳 総額 1億 249 万円

税区分 予算額 前年比

村 民 税
（ 個 人 ） 5,160 万円 12.4% 増

（ 法 人 ） 403 万円 10.2% 減

固 定 資 産 税 3,683 万円 4.4% 減

軽 自 動 車 税 293 万円 0.3% 増

村 た ば こ 税 710 万円 0.0% 増

特別会計予算総額 2億 3,675 万円
会計種別 予算額 前年比

国民健康保険会計 9,740 万円 3.7% 減
後期高齢者医療会計 2,240 万円 3.4% 増
介 護 保 険 会 計 1 億 1,695 万円 0.5% 増

企業会計予算総額 3億 2,292 万円
会計種別 予算額 前年比

簡 易 水 道 会 計 1 億 4,827 万円 －
下 水 道 会 計 1 億 7,465 万円 －

■村の一年間の詳しい事業内容につきましては、

　　　　令和６年度予算説明書「今年はこんな仕事をします」
� を全戸配布いたしますので、ご覧下さい。

一般会計当初予算額の推移

22億22億
6,000万円6,000万円

29億29億
2,500万円2,500万円

27億27億
700万円700万円

25億円

26億
600万円

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

320,000

300,000

280,000

260,000

240,000

220,000

200,000

予算
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■
「
児
童
扶
養
手
当
」
制
度
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
促

進
し
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
助
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
、
一
定
以
下
の
所
得
で
基
準
の
条
件

に
当
て
は
ま
る
児
童
（
18
歳
に
達
す
る

日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
者
）
を
養
育
し
て
い
る
父
又
は

母
や
、
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
児
童
の
心
身
に
中
程
度
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満

ま
で
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
制
度
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は
、
一

定
以
上
の
身
体
又
は
精
神
に
障
が
い
を

有
す
る
児
童
を
養
育
す
る
父
母
等
に
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
、
20
歳
未
満
の
身
体
又
は
精
神
に
障

が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭
で
養
育
し

て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
戸
籍
証
明
書
の
広
域
交
付
の
開
始
に

つ
い
て

令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
、
本
籍
地

が
西
興
部
村
以
外
の
市
区
町
村
に
あ
る

場
合
で
も
、
西
興
部
村
で
戸
籍
証
明
書

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

【
取
得
で
き
る
証
明
書
及
び
手
数
料
】

・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）

�
：
１
通
４
５
０
円

・
除
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
除
籍
謄
本
）

�

：
１
通
７
５
０
円

・
改
製
原
戸
籍
謄
本
：
１
通
７
５
０
円

【
請
求
で
き
る
方
】
本
人
、
配
偶
者
、

父
母
や
祖
父
母
な
ど
の
直
系
尊
属
、
子

や
孫
な
ど
の
直
系
卑
属

【
必
要
な
も
の
】
顔
写
真
付
き
の
本
人

確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
な
ど
）

※
広
域
交
付
で
は
通
常
の
戸
籍
請
求
よ

り
も
厳
格
な
本
人
確
認
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
顔
写
真
付
き
の
本

人
確
認
書
類
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
本
籍
地
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】
代
理
人
に
よ
る
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
。
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書

（
戸
籍
抄
本
）、
除
籍
個
人
事
項
証
明
書

（
除
籍
抄
本
）、
改
製
原
戸
籍
抄
本
は
請

求
で
き
ま
せ
ん
。
戸
籍
の
附
票
、
身
分

証
明
書
は
対
象
外
で
す
の
で
、
従
前
通

り
本
籍
地
の
あ
る
市
区
町
村
へ
請
求
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
請
求
先
・
お
問
い
合
わ
せ

西
興
部
村
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
係

電
話　

８
７
︱
２
１
１
４

■
仕
事
・
生
活
困
り
ご
と
無
料
出
張
相

談
（
事
前
予
約
要
）
の
日
程

オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く

ろ
う
」
で
は
、
皆
さ
ん
の
困
り
ご
と
に

対
し
て
、
無
料
出
張
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

10
時
～
15
時
の
間
で
相
談
を
行
い
、

事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う

か
。
な
お
、
前
日
12
時
迄
に
ご
予
約
が

な
い
場
合
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

・
場
所　

西
興
部
村
公
民
館　

会
議
室

・
時
間　

10
：
00
～
15
：
00

�

（
事
前
予
約
制
）

・
相
談
内
容

　

仕
事
・
生
活
等
の
困
り
ご
と

・�

日
程
　
５
／
15
、
６
／
12
、
７
／

17
、
８
／
14
、
９
／
11
、
10
／
16
、

11
／
13
、
12
／
11
、
１
／
15
、
２
／

12
、
３
／
12

・�

事
前
予
約　

相
談
に
は
「
事
前
予

約
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�

（
前
日
の
12
：
00
ま
で
に
連
絡
）

・
電
話
予
約

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー　

ふ
く
ろ
う

電
話
（
０
１
５
７
）
２
５
︱
３
１
１
０

■
西
興
部
村
合
葬
墓
の
利
用
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

令
和
４
年
度
に
血
縁
に
関
係
な
く
複

数
の
方
の
遺
骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す
る
合

葬
墓
が
完
成
し
、
使
用
許
可
申
請
を
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
合
葬
墓
は

村
が
管
理
し
ま
す
の
で
、
お
墓
の
承
継

や
将
来
の
無
縁
化
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。
合
葬
墓
使
用
の
要
件
、
使
用
料
、

申
請
か
ら
納
骨
ま
で
の
流
れ
な
ど
に
つ

い
て
は
、
西
興
部
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
担
当
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
葬
墓
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、「
死
体
埋
火
葬
許
可
証
」
又
は

「
改
葬
許
可
書
」
等
の
必
要
書
類
を
添

え
て
、
左
記
担
当
係
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
一
度
納
骨
す
る
と
、
焼
骨
を

取
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

利
用
を
希
望
す
る
際
は
家
族
や
親
族
な

ど
と
よ
く
相
談
の
う
え
、
申
請
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

西
興
部
村
役
場
住
民
生
活
課
環
境
係

　
電
話　

８
７
︱
２
１
１
４

■
「
無
料
法
律
相
談
会
「
に
つ
い
て

流
氷
の
町
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務

所
か
ら
「
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
」
の
開
設
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

偶
数
月
の
第
１
木
曜
日
、
午
前
10
時

か
ら
12
時
に
西
興
部
村
公
民
館
に
お
い

て
、
旭
川
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
「
無
料
法
律
相
談
会
」
を
開
設
致
し

ま
す
。

離
婚
・
相
続
、
家
や
土
地
、
職
場
の

問
題
や
借
金
問
題
な
ど
、
様
々
な
悩
み

に
弁
護
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

相
談
は
、
紋
別
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律

事
務
所
と
流
氷
の
町
ひ
ま
わ
り
基
金
法

律
事
務
所
の
弁
護
士
が
交
代
で
相
談
に

対
応
し
ま
す
。

な
お
、
相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

○
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

流
氷
の
町
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

電
話
（
０
１
５
８
）
２
８
︱
５
５
８
５

・
開
催
日
等

　

６
月
６
日
、
８
月
１
日
、

10
月
３
日
、
12
月
５
日
、

２
月
６
日
（
偶
数
月
第
１
木
曜
、

�

午
前
10
時
～
12
時
）

・
場
所
：
西
興
部
村
公
民
館

■
『
春
の
火
災
予
防
運
動
』
が
始
ま
り

ま
す
！

春
の
火
災
予
防
運
動
が
４
月
20
日
か

ら
30
日
ま
で
、
全
道
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

【
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

【
消
防
か
ら
の
お
し
ら
せ
】

各
種
お
し
ら
せ



広報にしおこっぺ（19）

い
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
住
民
の

皆
様
に
防
火
に
関
す
る
意
識
や
行
動
力

を
高
め
て
頂
く
こ
と
で
、
火
災
の
発
生

を
未
然
に
防
止
し
、
万
が
一
発
生
し
た

場
合
に
も
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
に
よ
り
、
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥

し
風
の
強
い
日
が
増
え
る
な
ど
、
ち
ょ

っ
と
し
た
火
の
取
扱
い
や
不
始
末
等
に

よ
り
思
わ
ぬ
火
災
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
次
の

事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
。

・
料
理
中
な
ど
に
火
元
か
ら
離
れ
る
際

は
必
ず
火
を
消
す
。

・
タ
コ
足
配
線
は
せ
ず
、
配
線
器
具
周

り
に
ホ
コ
リ
が
留
ま
ら
な
い
よ
う
定

期
的
に
掃
除
す
る
。

な
お
火
災
予
防
運
動
期
間
中
は
、
広

報
車
に
よ
る
広
報
活
動
や
消
防
団
員
等

に
よ
る
防
火
査
察
を
実
施
致
し
ま
す
の

で
、
住
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
『
令
和
５
年
中
の

�

火
災
状
況
に
つ
い
て
』

令
和
５
年
、
紋
別
地
区
消
防
組
合
内

に
お
け
る
火
災
件
数
は
19
件
で
、
昨
年

と
件
数
は
同
数
で
、
内
訳
と
し
て
は
、

建
物
火
災
８
件
・
車
両
火
災
６
件
・
そ

の
他
５
件
で
、
死
傷
者
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
火
災
原
因
別
で
は
た
ば
こ
や
コ

ン
ロ
、
配
線
器
具
か
ら
の
火
災
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
常
の
火
災
に
対
す
る
注
意
を

心
掛
け
、
今
後
も
火
災
の
無
い
安
心
・

安
全
な
村
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
令
和
６
年
度
年
金
出
張
相
談
所
開
設

の
お
知
ら
せ

・
日
時

４
月
17
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

４
月
18
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

６
月
19
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

６
月
20
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

８
月
28
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

８
月
29
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

10
月
16
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

10
月
17
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

12
月
11
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

12
月
12
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

２
月
12
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

２
月
13
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

・
場
所　

紋
別
市
民
会
館

�

（
紋
別
市
潮
見
町
１
丁
目
）

・
相
談
予
約

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
開
設
日

の
１
ヶ
月
前
か
ら
予
約
受
付
で
き
ま
す

の
で
、
北
見
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談

室
ま
で
お
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
お
問
い
合
わ
せ
先

北
見
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

電
話
（
０
１
５
７
）
２
５
︱
８
７
０
３

�

（
自
動
音
声
案
内
１
→
２
）

■
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

◎
令
和
６
年
度
保
険
料
率
改
定
の
ご
案
内

令
和
６
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
健
康
保
険
料
率
は
10
・
21
％
（
マ

イ
ナ
ス
０
・
08
％
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護

保
険
料
率
は
１
・
60
％
（
マ
イ
ナ
ス

０
・
22
％
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。

ご
自
身
の
健
康
り
づ
く
り
や
医
療
の
か

か
り
方
が
将
来
的
な
北
海
道
の
医
療
費

上
昇
、
保
険
料
率
の
伸
び
を
抑
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◎
さ
ら
に
お
得
に
な
る
「
生
活
習
慣
病

予
防
検
診
」
の
ご
案
内

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
35
～
74
歳
の
被

保
険
者
の
方
を
対
象
に
「
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
」
を
実
施
し
て
お
り
、
年
度

内
お
一
人
さ
ま
１
回
に
限
り
、
健
診
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
４
月
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
方
に

受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
自
己
負
担

額
を
７
、
１
６
９
円
か
ら
５
、
２
８
２

円
に
軽
減
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
定

期
健
康
診
断
の
検
査
項
目
に
加
え
て
、

５
大
が
ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し
た
健

診
項
目
を
ご
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、
令

和
６
年
４
月
か
ら
は
付
加
健
診
（
節
目

の
年
齢
で
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
よ

り
詳
細
な
健
診
）
の
対
象
年
齢
が
大
幅

に
拡
大
し
ま
す
！
協
会
け
ん
ぽ
の
お
得

で
充
実
し
た
内
容
の
「
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

全
国
健
康
保
険
協
会

�

（
協
会
け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

電
話
（
０
１
１
）
７
２
６
︱
０
３
５
２

�

（
代
表
）

■
６
月
１
日
は
「
電
波
の
日
」
で
す

総
務
省
で
は
６
月
１
日
を
「
電
波
の

日
」
と
定
め
、
６
月
10
日
ま
で
の
「
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
」
に
電
波
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
の

周
知
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

総
務
省　

北
海
道
総
合
通
信
局
で

は
、
電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適

正
な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま

す
。
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相

談
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
お
問
い
合
わ
せ

総
務
省　

北
海
道
総
合
通
信
局

電
話
（
０
１
１
）
７
３
７
︱
０
０
９
９

電
話
受
付
時
間　

８
：
30
～
12
：
00
、

　
　
　
　
　
　

13
：
00
～
17
：
00

�

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
不
法
無
線
局
か
ら
暮
ら
し
を
守
ろ

う
！

不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
、

日
常
生
活
に
悪
影
響
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
警
察
、
消
防
、
救
急
、
防
災
、

交
通
な
ど
、
人
命
に
か
か
わ
る
重
要
な

無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生

活
を
脅
か
し
ま
す
。

総
務
省 

北
海
道
総
合
通
信
局
で

は
、
電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適

正
な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま

す
。電

波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相
談

は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

電
話
（
０
１
１
）
７
３
７
︱
０
０
９
９

電
話
受
付
時
間　

８
：
30
～
12
：
00
、

　
　
　
　
　
　

13
：
00
～
17
：
00

�

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
そ
の
他
】
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お家のまわりを
　 花いっぱいに
　　しませんか？

美しく住みよい活力ある　
　　　むらづくり応援事業

◎環境美化推進事業

事　業　内　容 環境美化の推進を図るため、各家庭や事業所等での花いっぱい活動に
対する支援。

補 助 対 象 者 村民又は村内の事業所

補助対象経費 種子 ･球根 ､花苗 ､肥料 ､プランターなど ､花いっぱい活動に必要な経費。
ただし、人目に付く場所に設置するものに限る。

補助金限度額等 補助率 3/4 以内　個人 3,000 円　事業所 1 万円

随時
受付

◎町内会活動支援事業

事　業　内　容
コミュニティ活動の推進を図るため、町内会、地区会又は連合町内会
が実施する地域活動（環境整備、高齢者支援等の社会福祉の増進等）
など公益性のある活動に対する支援。

補 助 対 象 者 町内会 ､地区会 ､連合町内会

補助対象経費 燃料費、消耗品、機械等のリース料など、地域活動に必要な経費。
ただし、人件費、食料費（作業時の飲料は可）を除く。備品は要相談。

補助金限度額等

補助率 10/10 以内
 ・単一の町内会・地区会が行事業　3 万円
 ・連合町内会が行う事業　　　　　5 万円
 ・その他地域課題の解決に特に重要と認められる事業は、
　村長が認める額。

随時
受付

◎異業種交流プロジェクト応援事業

事業内容 地域の活性化や交流人口拡大等を図るために設立された組織が企画
する誰もが参加できるイベント等の開催に対する支援。

補 助 対 象 者 村内の異なる 5つ以上の事業所等に所属する 10人以上で構成する
実行委員会等の組織

補助対象経費
イベント等の開催に必要な経費。
ただし ､人件費、食料費、備品購入費を除く ｡
同一団体最大 3年間まで ｡

補助金限度額等
・1 年目　補助率 10/10 以内　50 万円
・2 年目　補助率   9/10 以内　45 万円
・3 年目　補助率   8/10 以内　40 万円

５月31日
まで受付
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令和３年度、令和４年度、令和５年度に
補助金申請を行った方も　　　

対象になります !!　　　

団体活動支援事業【既存の団体】
今年度から「美しく住みよい活力あるむらづくり応援事業補助金」を受けて設立した
団体も補助対象としており、補助対象者の活動実績を５年から３年に変更、補助対象経
費を同一団体年間１回とし、毎年１回の補助金を受けられるようになりました。

美しく住みよい活力ある　
　　　むらづくり応援事業

◎団体活動支援事業
　【新規の団体】

事　業　内　容 村民の主体的で多様な活動の推進を図るため、趣味等を通じた住民の
交流、奉仕活動、学習活動などに対する支援。

補 助 対 象 者 サークル ､研究会 ､ボランティア団体等５人以上で構成し、事業の継
続を見込める団体（特定の人のみで活動するものを除く）

補助対象経費 団体活動に必要な経費。ただし、人件費、食料費、備品購入費及び
単発のイベント開催経費を除く。同一団体最大 3年間まで。

補助金限度額等
・1 年目　補助率 10/10 以内　10 万円
・2 年目　補助率   9/10 以内　  9 万円
・3 年目　補助率   8/10 以内　  8 万円

　【既存の団体】

事　業　内　容

村民の主体的で多様な活動の推進を図るため、「西興部村元気なむら
づくり応援事業補助金」及び「美しく住みよい活力あるむらづくり応
援事業補助金」を受けて設立した既存の団体の活動をさらに活性化す
るための支援。

補 助 対 象 者
｢ 西興部村元気なむらづくり応援事業補助金 ｣及び「美しく住みよい活力あるむらづ
くり応援事業補助金」を受けて設立した団体 ｡ただし ､申請時点で３年以上の活動実
績がある団体に限る。

補助対象経費 団体活動に必要な物品の購入や技術を高めるための指導者招聘に係る謝礼や旅費など
必要な経費。ただし、人件費、食料費を除く。同一団体年間１回に限る。

補助金限度額等 補助率 3/4 以内　5 万円

◎小規模イベント等開催支援事業

事　業　内　容 地域の賑わいを創造するため、村民等が企画し、誰もが参加でき、お
おむね20人以上の参加者をもって開催されるイベント等に対する支援。

補 助 対 象 者 複数の村民、村内の事業所及び団体等

補助対象経費 イベント等の開催に必要な経費。ただし ､人件費、食料費、
備品購入費を除く。同一補助対象者年間 1回に限る。

補助金限度額等 補助率 3/4 以内　10 万円

詳しくは、役場企画総務課　企画係までお問い合わせください。

令和６年度
より拡充　

　　 しました！

随時
受付

５月31日
まで受付
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■寄附の使途【ふるさと応援基金】
氏　　名 都道府県名 氏　　名 都道府県名 氏　　名 都道府県名

1 松田　英子　様 熊 本 県 5 岩花　有子　様 東 京 都 9 藤野　亮之　様 奈 良 県
2 冨岡　琢磨　様 新 潟 県 6 兼田　博光　様 東 京 都 10 吉沢　直子　様 東 京 都
3 前川　恭子　様 北 海 道 7 菊池　和宏　様 北 海 道 11 深尾　幸夫　様 北 海 道
4 福井　秀人　様 愛 知 県 8 北條真悠子　様 東 京 都
■寄附の使途【企業版ふるさと応援基金】

氏　　名 都道府県名 氏　　名 都道府県名
12 セコマグループ㈱シェフグランノール 様 北 海 道 14 ㈱中神土木設計事務所 様 北 海 道
13 ホクレン農業協同組合連合会 様 北 海 道
■寄附の使途【ふるさと振興基金】

氏　　名 都道府県名 氏　　名 都道府県名 氏　　名 都道府県名
15 千葉美恵子　様 北 海 道 17 熊谷かね江　様 北 海 道 19 松本　昌子　様 北 海 道
16 洞平　勝男　様 北 海 道 18 大野由利子　様 北 海 道
■寄附の使途【「木夢」基金】

氏　　名 都道府県名 氏　　名 都道府県名
20 竹内　廉郎 様 埼 玉 県 21 尾張由輝也 様 石 川 県
■各基金ごとの寄附額計

ふるさと応援基金 企業版ふるさと応援基金 ふるさと振興基金 「木夢」基金
7,013 千円 2,700 千円 730 千円 13 千円

●令和 5年 3月 11日～令和 6年 3月 10日受領分（企業版ふるさと応援基金は令和 6年 3月 19日受領分まで）
●氏名・居住都道府県名・寄附の使途（指定基金名）のみ公表いたします。

■寄附の使途【ふるさと応援基金／「木夢」基金】
氏　　名

非公表　　　147 名

“ふるさと“ふるさと納税納税”で”で心温心温まるごまるご寄附寄附ありがとうございましたありがとうございました
今後今後のの村村づくりにづくりに大切大切にに使使わせていただきます…わせていただきます…

村と縁のある方や村に関心をもっていただいた方などから、ふるさと納税などで心温まるご寄附をいただきました。
皆様から寄せられたご支援に対しまして心からお礼を申し上げるとともに、いただいたご寄附は、指定の基金条例に沿
って、今後の村づくりのために大切に使わせていただきます。
誠にありがとうございました。
ここでは、令和 5年度にご寄附いただいた方で、氏名等の公表にご同意をいただいた方々をご紹介しています。

令和６年度 自動車免許更新時講習日程表
場　所 西興部村公民館 興 部 町 中 央 公 民 館 雄武町民センター
種　別 特定任意講習 優良運転者 一般運転者 違反運転者 初回運転者 優良運転者 一般運転者 違反運転者

時間
月 13:30 ～ 15:30 13:00～ 13:30 13:00～ 14:00 13:50～ 14:50 13:00～ 15:00 13:50～ 15:50 14:10～ 16:10 13:00～ 13:30 13:50～ 14:50 13:50～ 15:50
4 月 16 日㈫ 9日㈫ 9日㈫ 11日㈭ 23日㈫ 23日㈫
5 月 14 日㈫ 16日㈬ 14日㈫ 16日㈭ 23日㈭ 23日㈭
6 月 11 日㈫ 11日㈫ 13日㈭ 25日㈫ 25日㈫
7 月 9 日㈫ 11日㈭ 9日㈫ 11日㈭ 23日㈫ 23日㈫
8 月 6 日㈫ 6日㈫ 8日㈭ 22日㈭ 22日㈭
9 月 10 日㈫ 12日㈭ 10日㈫ 12日㈭ 26日㈭ 26日㈭
10 月 22 日㈫ 8日㈫ 8日㈫ 10日㈭ 24日㈭ 24日㈭
11 月 12 日㈫ 14日㈭ 12日㈫ 14日㈭ 21日㈭ 21日㈭
12 月 10 日㈫ 10日㈫ 12日㈭ 19日㈭ 19日㈭
1 月 9 日㈭ 16日㈭ 9日㈭ 16日㈭ 21日㈫ 21日㈫

2 月 6 日㈭ 6日㈭ 12日㈬ 20日㈭ 20日㈭
特定任意講習
18 日㈫

3 月 11 日㈫ 13日㈭ 11日㈫ 13日㈭ 25日㈫ 25日㈫
◎西興部村の特定講習は、西興部村役場交通安全室で受付をしてください。（運転免許証必要）
◎興部町、雄武町で受けられる方は、興部警察署の窓口で更新手続きをされた後に「更新時講習」を受講してください。
◎高齢運転者（70歳以上）は「高齢者運転者講習会」を受講後に、免許証更新手続きをしてください
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新
規
採
用
職
員

新
規
採
用
職
員

　
　
　

　
　
　  

の
紹
介

の
紹
介

西興部村
村
民
の
皆
さ
ま
に
顔
を
覚
え
て

村
民
の
皆
さ
ま
に
顔
を
覚
え
て

頂
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

頂
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
西
興
部

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
西
興
部

村
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

村
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
西

い
ま
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
西

興
部
村
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

興
部
村
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

消
防
士
と
し
て
た
く
ま
し
く
笑
顔

消
防
士
と
し
て
た
く
ま
し
く
笑
顔

で
活
躍
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

で
活
躍
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
学
ん
だ
こ
と
新
し
く
学

い
ま
ま
で
学
ん
だ
こ
と
新
し
く
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
た
い
と
思
い

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
す
。

佐佐
ささ

藤藤
とうとう

　　有有
ゆゆ

希希
きき

也也
やや

（産業建設課 水道係）（産業建設課 水道係）
宿宿
しゅくしゅく

野野
のの

部部
べべ

　　沙沙
ささ

夜夜
よよ

子子
ここ

（企画総務課 総務係）（企画総務課 総務係）

笑
顔
で
元
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

笑
顔
で
元
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ま
よ
ろ
し
く
お
願
い

村
民
の
皆
さ
ま
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

保
健
師
と
し
て
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

保
健
師
と
し
て
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

先
輩
・
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
学
ん

先
輩
・
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東東
ひがしひがし

　　　　大大
だいだい

起起
きき

（産業建設課 林務商工係）（産業建設課 林務商工係）
佐佐
ささ

藤藤
とうとう

　　美美
みみ

里里
りり

亜亜
ああ

（保健福祉課 保健師）（保健福祉課 保健師）

織織
おりおり

田田
たた

　　義義
よしよし

史史
ふみふみ

（教育委員会 木工指導員）（教育委員会 木工指導員）
藤藤
ふじふじ

本本
もともと

　　奈奈
なな

々々
なな

（紋別地区消防組合（紋別地区消防組合
　西興部支署）　西興部支署）

鷲鷲
すす

見見
みみ

　かおり　かおり
（厚生診療所 看護師）（厚生診療所 看護師）

　村では、オホーツク紋別空港の利用促進と村の活性化の
ため、昨年度に引き続き本年度も「オホーツク紋別空港利
用促進助成事業」を実施します。

　村民が紋別羽田便を利用した場合だけでなく、紋別羽田
便を利用し、ホテル森夢に宿泊する道外からの観光客や、
道外に就学している生徒や学生がお盆や正月などに村に帰
省する場合も対象になります。

【問い合わせ先】　
ご不明な点については下記にお問い合わせください。

西興部村役場企画総務課企画係
TEL: ８７－２１１１　FAX: ８７－２７７７
Eメール：ni.kikaku@vill.nishiokoppe.lg.jp

【助成額】　片道 10,000 円　往復 20,000 円　　　　
区　分 片　道 往　復 備　　　　　考

村民等 10,000円 20,000円 村内に住所を有する方及び村に住所はないが、村民と同一生計にある生徒・学生等も対象。

道外者
（1泊） 10,000円 10,000円

①道外者で日本国内に住所を有し、下記の「ホテル森夢特別プラン」を利用すること。
②「ホテル森夢特別プラン」の「1泊コース」又は「2泊コース」利用が条件。
③�クラス会などで、5名以上の団体等がホテル森夢に宿泊し「ホテル森夢特別プラン」利
用相当である場合も対象。（ホテル森夢で証明します。）
④小児運賃対象者（満3歳以上満12歳未満）は、寝具を利用した宿泊利用だけでも対象。

道外者
（2泊） 10,000円 20,000円

※旅割やパック商品も対象。※助成額を下回る航空運賃プランを利用した
　場合は、同運賃を上限として助成。
※旅費相当額について、西興部村から他の支給・助成等を受ける者は対象外。
※素泊まり等、「ホテル森夢特別プラン」以外での宿泊は対象外。

【申請手続き】　�搭乗後60日以内に、村ホームページより申請用紙をダウ
　ンロード及び役場備え付けの用紙に記入の上、ご搭乗案内等の必要な書類を
　添付し西興部村役場へ申し込み。（郵送も可）

小児運賃利用の
場合は 半額

オホーツク紋別空港利用促進助成事業をオホーツク紋別空港利用促進助成事業を
本年度も実施します本年度も実施します
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村内各種公園オープン
開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

西興部森林公園
（公園）

4月29日～
10月20日 午前9時〜午後4時30分 なし

4月29日にリニューアルオープン！
4月29日と5月3日～6日は、リニューアルオープン
イベントを開催します。
※詳細は各戸配布するチラシをご覧下さい。

西興部森林公園
（テントサイト）

6月上旬～
10月20日

午前9時～午後4時30分
（受付時間） なし

今年から有料化となります。
テント1張り　１泊２日　500円
※詳細は村HPでご確認ください。

【お問い合わせ】　役場産業建設課　林務商工係　87-2111　　里住夢（りずむ）８５－７１２５【お問い合わせ】　役場産業建設課　林務商工係　87-2111　　里住夢（りずむ）８５－７１２５

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

ログハウス 通年 チェックイン：午後3時から
チェックアウト：午前10時まで なし ログハウス料金（一棟）

　6～8月　10,000円　9～5月　11,000円

【お問い合わせ】　ホテル森夢　87-2000【お問い合わせ】　ホテル森夢　87-2000

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

ＢＢＱハウス 4月29日～
10月20日

隣接テントサイト及び近
隣住民の迷惑にならない
様にご利用ください。
※利用可能時間午後9時まで

なし 利用料無料
ＢＢＱハウスの利用は要予約

【お問い合わせ】商工会　87-2974　平日　午前９時～午後５時【お問い合わせ】商工会　87-2974　平日　午前９時～午後５時

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

興楽園 6月上旬～
10月下旬

午前9時〜午後5時
なし 利用無料

お茶室の利用は要予約

上興部
いこいの森公園

5月上旬〜
10月下旬 なし パークゴルフ用具は、パークゴルフ場休憩小屋で無

料貸し出ししております。

【お問い合わせ】　役場産業建設課　林務商工係　87-2111【お問い合わせ】　役場産業建設課　林務商工係　87-2111

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

フラワーパーク
花夢

4月29日〜
10月20日 午前9時〜午後5時

毎週火曜日
（火曜日が祝日の
場合は翌日休園）

入園料　大人（高校生以上）200円
　　　　小人（中学生以下）無料
（�村民については無料ですので、売店受付へ申請し

て下さい。）

道の駅
「�にしおこっぺ

花夢」
通年

4月～11月
午前9時～午後5時
12月～3月
午前9時～午後4時

毎週火曜日
（火曜日が祝日の
場合は翌日休館）

特産品も取り揃えていますのでご利用ください。
施設内の食肉・乳製品等の加工工房もご利用ください。
（工房利用は要予約）

【お問い合わせ】　道の駅　「にしおこっぺ花夢」　87-2333【お問い合わせ】　道の駅　「にしおこっぺ花夢」　87-2333

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

まちなか広場 4月29日〜
10月20日 村民の皆様にイベント等で活用も可能ですので、ご利用の際はお問い合わせください。

【お問い合わせ】　役場産業建設課土木係　87-2111【お問い合わせ】　役場産業建設課土木係　87-2111

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

西興部村
体験農園

5月中旬〜
10月31日

（コテージ
利用期間：
4月20日～
11月20日）

午前9時〜午後5時 なし

・コテージ料金
（短期宿泊:一棟、一日）6,000円
（長期宿泊:一棟、一ヶ月）
　個人〜40,000円　団体〜50,000円
　※�長期宿泊の場合、光熱水費が別途かかります。
・農園使用料（一区画　50㎡：1,500円）
　☆菜園作りに挑戦してみませんか!!

コテージのご予約はホテル森夢　87-2000　※長期利用のご予約は役場住民生活課環境係　87-2114コテージのご予約はホテル森夢　87-2000　※長期利用のご予約は役場住民生活課環境係　87-2114
農園のご利用は役場住民生活課環境係　87-2114農園のご利用は役場住民生活課環境係　87-2114
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■内　容
　かねてから住民懇談会の場で要望の多かった買い物などを目的としたバス利用を支援するため、
公共交通機関である名士バス（名寄線代替バス）の乗車代を助成します。

■補助対象者
　名士バス停留所の「忍路子入口」から「中学校」までを除く停留所から、名士バスを利用して西
興部市街地に買い物等に来る方で、世帯において車を所有していない方。
ただし、通勤など生活支援に該当しない場合を除きます。

■補助金
　最寄りのバス停から西興部市街地までの回数券 11 枚綴り 4 冊分又は
23 枚綴り 2 冊分を上限に補助します。

■補助金申請の方法
　回数券を購入した際の領収書を申請書に添付して提出していただきます。

※回数券は 名士バス西興部村発券所「吉水」宅 で購入できます。

今年度も実施します！今年度も実施します！
令和 5 年度に補助申請した方も対象になります !!

　2月上旬、美田建設工業従業員の皆さんが地域貢献
の一環として、「つくし保育所園庭」や「小学校体育館」
の除雪ボランティアをして下さりました。
　令和 6年は例年より積雪が少ない状況でありました
が、2月には、「つくし保育所」の窓側には屋根から
の落雪により大きな雪山が堆積し、日差しが遮られて
いる状況でありました。作業完了後は、保育所全体に
日差しが降り注ぎ、施設内が明るくなりました。
　美田建設工業のこの取り組みは、「地域に少しでも
恩返しがしたい」との思いから、取り組まれているも
ので、厚くお礼申し上げます。

　菊池博村長が、全国町村会自治功労者の表彰
に決定され、このほどオホーツク町村会定期総
会において、硲一寿会長より伝達されました。
　これは、町村長として 3期目の任期が開始し
た方が基準となり、町村自治の振興発展に大き
く寄与された功績が認められたものです。

買い物等バス
利用支援事業

美田建設工業・保育所等への美田建設工業・保育所等への
除雪ボランティア除雪ボランティア

菊池 博村長が全国町村会から菊池 博村長が全国町村会から
表彰されました表彰されました

随時受付
しています
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花
粉
症
を
乗
り
越
え
よ
う

４
月
に
入
り
、
う
ら
ら
か
な
春

の
風
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
春
と
い
え
ば
花
粉
の
飛
散

が
続
き
、
花
粉
症
の
方
に
と
っ
て

は
憂
鬱
な
季
節
で
す
ね
。
今
回
は

花
粉
症
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

【
花
粉
症
と
は
】

ス
ギ
な
ど
の
花
粉
が
原
因
で
起

こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で
、
く
し

ゃ
み
・
鼻
水
と
い
っ
た
鼻
の
症
状

や
、
目
の
か
ゆ
み
・
充
血
と
い
っ

た
目
の
症
状
が
一
般
的
で
す
が
、

皮
膚
の
か
ゆ
み
、
喉
の
痛
み
な
ど

の
症
状
も
現
れ
ま
す
。
ま
た
、
花

粉
症
を
有
す
る
人
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
最
近
で
は
約
２
人
に
１

人
が
花
粉
症
を
有
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

【
花
粉
の
飛
散
時
期
】

花
粉
症
の
約
７
割
は
ス
ギ
花
粉

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
北
海
道
は
ス
ギ
が
少
な
く
、

シ
ラ
カ
バ
が
多
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
例
年
、
ス
ギ
花
粉
は

２
～
４
月
頃
、
シ
ラ
カ
バ
花
粉
は

４
～
６
月
頃
に
飛
散
し
ま
す
。

【
花
粉
症
の
予
防
】

①
花
粉
を
避
け
る

花
粉
は
昼
前
後
と
夕
方
に
多
く

飛
散
し
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
に
は

特
に
、
マ
ス
ク
・
眼
鏡
を
着
用

し
、
吸
い
込
む
花
粉
の
量
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
か
ゆ
み
の

原
因
に
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、

帽
子
・
ス
カ
ー
フ
な
ど
を
着
用

し
、
皮
膚
に
花
粉
が
付
着
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

天
気
に
よ
っ
て
も
花
粉
の
飛
散

量
は
変
わ
り
ま
す
。

晴
れ
て
気
温
が
高
い
日
、
空
気

が
乾
燥
し
て
風
が
強
い
日
、
雨
上

が
り
の
翌
日
な
ど
の
日
は
、
花
粉

の
飛
散
量
が
特
に
多
い
た
め
、
外

出
を
控
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

②
花
粉
を
室
内
に
持
ち
込
ま
な
い

外
出
時
に
は
ツ
ル
ツ
ル
し
た
素

材
の
上
着
な
ど
、
花
粉
が
付
き
に

く
い
服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
帰
宅
時
に
は
、
衣
服
や
髪

を
よ
く
払
っ
て
か
ら
入
室
し
、
手

洗
い
・
う
が
い
・
洗
顔
を
し
て
花

粉
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

③
花
粉
情
報
に
注
意
す
る

花
粉
と
で
き
る
だ
け
接
触
し
な

い
こ
と
が
症
状
の
緩
和
に
繫
が
り

ま
す
。
花
粉
飛
散
時
期
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
で
花
粉
飛

散
予
測
が
報
じ
ら
れ
ま
す
。
外
出

の
際
は
花
粉
情
報
を
参
考
に
、
事

前
に
対
策
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

【
花
粉
症
の
治
療
】

花
粉
症
は
、
花
粉
の
飛
散
前
ま

た
は
症
状
が
軽
い
う
ち
に
治
療
を

始
め
る
こ
と
で
、
症
状
が
出
る
の

を
遅
ら
せ
た
り
、
症
状
を
軽
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
花
粉
症
の
方
、
ま
た
、
花

粉
症
か
な
と
思
っ
た
場
合
は
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

日
本
気
象
協
会
に
よ
る
と
、
今

年
の
花
粉
の
総
飛
散
量
は
例
年
よ

り
も
多
く
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
シ
ラ
カ
バ
花
粉
は

４
月
中
旬
か
ら
飛
散
を
開
始
し
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
に
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
５
月
下
旬
か
ら

段
々
と
少
な
く
な
る
見
込
み
で

す
。
対
策
を
万
全
に
、
楽
し
い
春

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ 

保
健
福
祉
課 

保
健
係

�

℡
８
７
―
２
１
１
４

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り
　

　

少
し
ず
つ
雪
解
け
が
進
み
、
春
の
訪

れ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
頃
で
す
が
、
み

な
さ
ん
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

歩
き
始
め
の
お
子
さ
ん
も
抱
っ
こ
の

お
子
さ
ん
も
、
お
散
歩
が
楽
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

外
の
景
色
が
変
わ
っ
て

い
く
様
子
を
見
た
り
、
風

を
肌
で
感
じ
た
り
、
陽
の
光
を
浴
び
る

こ
と
は
、
心
や
体
に
良
い
刺
激
を
与

え
、
成
長
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
、
何
か
に
気
づ
い
て
立

ち
止
ま
っ
た
ら
、
お
う
ち
の
方
も
「
何

か
な
？
」「
〇
〇
だ
ね
」
な
ど
と
声
を

掛
け
、
共
有
、
共
感
を
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
思
い
や
り
や
信

頼
関
係
を
築
け
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
う
ち
の
方
が
地
域
の
人
に

会
っ
て
挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
で
、
人
と

の
関
わ
り
方
を
見
て
学
ん
で
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
外
に
出
る
こ
と
で
危
険
な

物
、
場
所
等
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
す
。
お
子
さ
ん
と
手
を
つ
な
ぎ
、
横

断
歩
道
を
渡
る
際
の
ル
ー
ル
を
教
え
た

り
、
道
路
を
走
っ
て
渡
る
こ
と
や
、
道

路
で
遊
ば
な
い
等
危
険
な
行
為
を
し
な

い
よ
う
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

親
子
で
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
、
周

り
を
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
里
住
夢
は
、

火
曜
日
に
《
遊
び
の
広
場
》、
水
曜
日

は
《
ほ
っ
と
広
場
、
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
等

保
健
事
業
》
が
あ
り
ま
す
。
主
に
、
遊

び
の
広
場
は
お
子
さ
ん
が
中
心
の
活

動
、
ほ
っ
と
広
場
や
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン

は
、
タ
ッ
チ
ケ
ア
、
ヨ
ガ
教
室
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
親
子
で
、
ま

た
、
出
産
を
控
え
て
い
る
方
も
是
非
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

○
開
館
日

　
　

月
～
金
曜
日
（�

但
し
土
・
日
・

　
　

年
末
年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
５
月
～
９
月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

 

（
10
月
～
４
月
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
保
健
福
祉
課　

℡
８
７
―
２
１
１
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春の足音が聞こえる頃です。この手紙を書いている
今、西興部の学生たちは春休みを楽しんでいます。新
しい学年への期待に胸を膨らませていることでしょ
う。これで私たち家族もここで 1年を過ごすことがで
きました。私たちは昨年の第 2学期の始まりにこの村
に来ましたが、今年の第 1学期が終わる前にアラスカ
に帰国する予定です。このことを考えると、さまざま
な感情が湧き上がります。おそらく、私たちの出発前
に私はもう一回広報での記事を書くことになるでしょ
う。そこで私たちの気持ちをもう少し表現したいと思
っています。
冬の間は、私たちは比較的西興部付近に滞在しまし

た。北海道でのいくつかの大きなイベントや祭りを楽
しむために、少し冒険もしました。また、ホリデーシー
ズンにはたくさんの料理や焼き菓子を楽しむこともあ
りました。クリスマス前には、毎日のようにアイザッ
クとクリステンがクッキーやパイを焼いていました。
彼らは自分たちの作品を楽しみ且つ西興部の友人へ共
有し、休日の楽しみを広めることができました。
クリスマス休暇は、名寄の友人や教会コミュニティ

と家族の伝統を共有する時間でした。そして、クリス
マスイブには、アイザックがその教会で洗礼を受ける
ことになりました！ 洗礼とは、キリスト教で神に従
い、イエス・キリストの模範に従い、罪を許し、罪を
犯さずに生きることを選んだことを示す外向きの表現
です。それは非常に特別な日であり、私たち全員が永
遠に覚えているでしょう。
冬休みの残りの時間は、映画やカウントダウンを行

い新年を迎えることなどをして過ごしました。地元の
友人たちとバナナボートやスノーモービルを楽しむこ
ともできました。特に私はスノーモービルに乗ること
を楽しみました。若い頃はオフロードバイクに乗って
いましたが、今はマウンテンバイクを楽しんでいます

ので、この活動は以前の感覚を思い出させましたが、
よりパワフルなものでした！
冬休み中、アイザックはピニャータを作ることに取
り組みました。それはメキシコやラテンアメリカの文
化のアイテムで、紙粘土で球体の形を作り、その中に
キャンディを詰め、バットや棒で叩いてキャンディを
出すというものです。アイザックはその伝統と辰年に
ちなんで龍をテーマに組み合わせました。紙粘土を置
き、乾かし、繰り返し、装飾を追加し、キャンディを
詰めるのに多くの時間がかかりました。学校で展示さ
れた後、彼とクラスメートはピニャータを壊し…そし
てキャンディを取りました。
2月には、子供たちはスキーを楽しんだり、友達と遊
んだり、餅を作ったりして楽しみました。その月、ク
リステンと私は木夢ウッディ・ウィンタースクールに
参加しクレーン付きトラック作りに取り組みました。
昨年はクリステンが一人でプロジェクトを行いました
が、今年は一緒に取り組んで、何十年も続く木夢のプ
ロジェクトに参加する時間を楽しみました。また、札
幌の雪祭りや名寄の雪祭り、下川のアイスキャンドル
祭りに参加するなど週末の冒険も楽しみました。作品
は素晴らしく、食べ物もすべての場所でおいしい物を
食べることが出来ました！
西興部や日本での残り時間には、すべての道の駅を
訪れるチャレンジや桜の花を探す冒険などが計画され
ています。大島半島までの遠い距離は、道の駅にたど
り着くまでの運転時間が長いため、過去最大の挑戦と
なるでしょう。また、名寄マラソンの 5Kmに参加す
る予定です。そして、私たちの両親が日本を訪れま
す！ 東京で合流し名所を訪れ、それから北海道に戻っ
て札幌などを案内する予定です。家族と文化を共有し
て一緒に過ごせることは素晴らしい経験となることで
しょう。
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人 の う ご き
（3月 31日現在）

〔12月 31日対比〕

人　　口	 　　９５８人	（−23人）
　 男 	 ４９３人	（−16人）
　 女 	 ４６５人	（− 7人）
世 帯 数	 ６３４戸	（− 9戸）

卒
業
ア
ル
バ
ム

卒
業
ア
ル
バ
ム
思い出の
一コマ

３月 15 日 ３月 15 日 西興部中学校西興部中学校

３月 22 日 ３月 22 日 西興部小学校西興部小学校

３月 28 日 ３月 28 日 つくし保育所つくし保育所


